ご 注意 : 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正しく お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 され て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 予 め 御 理 解く だ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http://Www.alinco.co.jp/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基 準 改正 に より 
変更 に な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http://Wwww.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番 号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 
http://Www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
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DJ-X2000|| 


取扱 説明 書 


アル イン コ イン テリ ジェ ント レシ ー バ 
ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に 
あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 性 能 を 
充分 に 発揮 させ る た め に 、 ま ず 、 こ の 
- 取 扱 説明 書 を 最後 まで お 読み いた だ く 
よう お 願い いた し ます 。 ア フタ ー サ ー 
ビス な ど に つい て も 記載 し て いま す の で 、 
. この 取扱 説明 書 は 必ず 保管 し て お いて 
くだ さい 。 


ノノ 


DJ-X2000 の 特徴 
DJ-X ら 5D00 は 、 長 波 (LF) か ら 極 避 短 波 (UHF) まで 広 節 購 の 串 波 メデ ィ ア を 
カバ ー す る 多 機 能 レ シー バー で す 。 
DJ-X2000 に は 次 の よう な 特徴 が め り ま す 。 


1. 広範 囲 の 受信 周波 数 0.1- ら 148.898950MHz の 周波 数 に 対応 し 
て いま す 。 

ら . 3 つの 基本 モー ド デュ アル VFO、 メ モリ (MR)、 プ ログ ラム ス 
キャ ン (PMS) の 各 モ ー ド を ワン タッ チ で 切 
り 玲 え 可 能 で す 。 

3③. 82000 チ ャ ン ネ ル の メモ リー 40 チ ャ ン ネ ル メ 50 バ ンク の 合計 2000 チ ャ ン 
ネル まで 周波 数 を 登録 する こと が で きま す 。 

人 4. 多彩 な スキ ャ ン 機 能 プロ グラ ム ス キ ャ ン (PMS)、 メ モリ スキ ャ ン 、 


モー ド セ レ クト スキ ャ ン 、VFO ス キャ ン 、 
VFO リ ンク スキ ャ ン 、 プ ライ オリ ティ スキ ャ ン 
と 、 多 彩 な スキ ャ ン 機 能 を 搭載 し て いま す 。 


5. ら 0 種 類 の プロ ダラ ム ス キ ャ ン プロ グラ ム ス キ ャ ン に は 、 最 大 0 の スキ ャ ン 
プロ グラ ム を 登録 すめ こと が で きま す 。 

6. チャ ン ネ ルス コー ブ プ 機能 受信 中 の 居 波 数 を 中 心 と し て 40 チ ャ ン ネ ル ま 
た は 7 チャ ン ネ ル の 範囲 内 で どこ に 信号 が 出 て 


いる か が を 探す 機能 で す 。 ディスプレイ に 表示 さ 
れる グラ フ に より 、 信 号 の 出 て いる チャ ン ネ ル 
. を 一 目 で 確認 する こと が で きま す 。 
プ . パッ テリ ー セ ー ブ プ 機 能 電池 を 長 笠 ちさ せる た め の バ ッ テ リ ー セ ー ブ 携 


能 を 措 載 し て いま す 。 
8. クロ ー ン 機能 セッ ト 商 で 設定 や 加 贅 デー タダ を コピ ー で きる ク 


ロー ン 機 能 を 搭載 し て いま す 。 
また 、 パ ソコ ン と 接続 し て 設定 や デー タ を コピ 
ー す る こと も で きま す 。 

9. オー ルモード 受信 AM/NFM/WFM/LSB/USB/CW の 電波 型式 
を 受信 で きま す 。 ま た その 周波 数 に 最 財 な 電波 
型式 を 自動 的 に 選択 する オー トモ ー ド セレ クト 
機能 も 搭載 し て いま す 。 

10. 周波 数 ステ ッ プ 切 り 替 え 50Hz-500kHz の 間 の 83 種類 の ステ ッ プ 周 
波数 か ら 選 択 で き 、 さ ら に 任意 の 局 波数 ステ ッ 
プ を 設定 する こと も で きま す 。 ま た 、 受 信 中 の 
周波 数 に 最適 な 周波 数 ステ ッ プ を 自動 的 に 切り 
替え る こと も で きま す 。 
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1 1. 


昔 林 近 の エディ ッ ト 栖 難 


は 
正 弄 トラ ンジ シー バー 


FM スチ レオ オズ 主 
CTCSS デ コー ド 
た ん / 昌 ステ ル 学 

へ ルプ ナビ 


「 定 宇 首 下 共 U ビ アン テ ナ 
DC スイッチ テン グ 電 所 


ど 巡 病 ア ッ テ ネ ュー ター 


千 緑 し た メモ リー テッ ャ ン ネ ル の コピ ー や 名 劇 の 
詞 更 な ど が で さき 

愉 志 を 人 店 する 半 琶 可 で 義 誠二 する 機 び 手品 ま 
す 。 世 甘 栖 ある と 剖 記 ぎる こと . 学 ィ スプ レイ 
と 壊 詩 旧 ご 記せ ます 。 

二 計 直 の 皇 戸 亡 マ マク が コ 入 九 し た 凍 寿 を 華 大 
1 ロ U 稼 まで 攻 逢 。 病 生 で さま す 。 

電話 反転 だ れ 先 全 声 を 皇 読 する 衝 巴 で す 。 
世 党 力 な 日 F 価 号 に 再刊 に 同軸 し 肥 舎 する 
こと が で で ます 。 

計 詩 右 こ し て 合志 で きる 覆 馬 で す 。 

境 半 字 を 秋 赤 する 肉 雇 で す 。 

マイ クン ク ザ ら の 其 を 場 条 モニタ サ る 尾 閑 で す 。 
らち も nM ト [で 所 で の の トラン シー バー 本 、 ま に た は 
誠 計 問 甘 する 覆 重 で す 。 

FM ステ レオ 取 広 を ス ア レゴ 党 代 どき ます 。 

し TCSS( 品 を 彼 吉 で きま す 。 

きき 婦 記 司 を 志 央 ご き き す 。 

械 行 の 祝 志 を 委 志 し 、 モ の 槍 抽 吉 定 表層 に ジ 
ャ ンプ で せる 酸 舌 で き 。 

新開 革 避 穫 語 デン テ ナ 不 付 負 し て し 1 ます 。 

嘉 所 の 汽 乾 区 える [DC ス イッ チン グ 電 生 式 
を 科 抽 し て し いす 。 

TI (BUgB). Low (1CGB) m 臣 董 あ デ 
ッ エ ネー ター 幸 軒 し て し ます 。 
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ら .4 属 濾 替 の 設定 
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3.1 各 モ ー ド に 共通 の 機能 INCH っ PS 33 
3.1.1 重 波 型式 の 設定 …… ドド iiin ba PE 33 
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3.1.30 トト ランシー バー 機能 ーー 61 
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3. ら 5 VFO モ ー ド の 機能 一 ーー ドー 64 
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3.4.68 メモ リー スキ ャ ンチ ャ ン ネ ル の 義 定 …ーーーーーー ド oo 75 
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348 メモ リー バン ク の コピ ーー 2SeSSSReoe eS bp フフ 
3.4.9 メモ リー チャ ン ネ ル の コピ ビード ンド に に に (に で に に に で にゃ に に に に に に で ーー フロ 
3.4.10 メモ リー バン ク の 移動 …ーーーー ド ーーー ー… フ プロ 
久 - ボ 1 X モ 軸 三 チャ 涼 ル の 移動 noon 8 ロ 0 
3.4.1 ど メモ リー バン クン 消去 EE = 
3.4.13 メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 と 復活 ……ー…ー ド ーーー 3 
き :4T み モリー タグ 提 索 oeeinttretneeeentooereeoveesesn 4 


4 付録 
の 半生 コ ゴー EPR3hYPHPRNPWEPTHV だ 3 和 FPP 5 


人 4. の 故障 と お 考え に な る 前 に ーー ドーン ーーー ーー 
し 0 た ペー 5 2 86 
4 オー へ ヘルプ 機能 一 覧 ーー 7 フ 
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この マニ ュ ア ル の 読み 方 _ 1. ご 使用 に な る 前 に 


この マニ ュ ア ル で は 、 次 の よう な 書式 や 記号 が 使わ れ て いま す 。 = 
1 .1 付属 品 に つい て 


太字 は 、 台 語 や セク ショ ン の 見 出し 、 お よび ディ スプ レイ に 表示 され る 内 容 の 引 ( DJ-X2000 に は 次 の 付属 品 が 同 橋 され て いま す 。 ご 確認 くだ さい 。 
電 計 ジジ 
ディ スプ レイ の 表示 内 容 を 引用 する 場合 操作 説明 に 必要 な 部 分 の み 表 記し ます 。 人 地 ど ー 
実際 に は それ 以外 の 文字 も ディ スプ レイ に 表示 され て いま す 。 ! 彰二 
また 、(  ) 内 は 、 言 語 選択 を 英語 に 設定 し た 場合 の 表示 で す 。 ( EE 下 ZN に SN 

例 : 矢印 を チャ ン ネ ルス コー プ (CH SCOPE) に 合わ せま す 。 PR タリ ウリ ラー(K ジ 本 人 ) 

* ハ ンド ストラップ 

f 」 で 央 ん だ タイ トル は 、 こ の マニ ュ ア ル 内 で の 参照 先見 出し タイ トル で す 。 s 到 扱 説明 書 (本 書 ) 

例 : 詳細 は 」2.4 周波 数 の 設定 』(P. ら 1) を お 和 み くだ さい 。 に 


に つい て 記載 し て いま す 。 必 ず お 誘 み くだ さい >。 


人 か 注意 慎 還 に 行わ な けれ ば な ら な い 操 年 や 、 誤 る と 肌 員 を 破 柚 する 恐れ の ある 哲生 ! 1] .g 使用 上 の 注意 


* ケー ス を 外し て 内 部 に 手 を 触れ な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 
/、 メモ 知っ て お く と 生 利 な 磯 能 や 仕様 な ど に つい て 記載 し て いま す 。 * 直 里 日 光 に 当たる 所 、 ほ こり の 多い 所 、 暖 房 器 中 の 近く な ど で の ご 使用 、 お よ 
び 保 管 は し な いで くだ さい 。 
: * 付属 の アン テ ナ を 完全 に 取り 付け て ご 使用 くだ さい 。 
| * 外部 吉 源 に は 、 必 ず 下 用 の アタ ティ ブフ ィ ル ター 付き シガー ライ ター ケー ブル 
(EDC-36) を ご 使用 くだ さい 。 
* カー、 湯 が 出 た り 、 変 な 異 い が する 場合 は 、 直 ち に 電源 スイ ッ チ を 切り 、 速 や 
j か に 販売 店 また は 最 寄 の 当社 サー ビス 窓口 へ ご 連絡 くだ さい 。 
* 本 獲 の 改造 は お や ゆく だ さい 。 無理 な 改造 が 原因 と 門 われ る 故 衝 等 に つい て は 、 
] 保証 期間 内 で あっ て も 、 保 証 が きか な く な る うえ に 、 修 理 を お 断り する 場合 も 
1 あり ます 。 十 分 に ご 留意 くだ さい 。 
* 本 機 を 次 の よう な 場所 で 使用 する 場合 に は 、 管 理 者 等 の 承 菩 を 得る よう に し て 
# 
| 


くだ さい 。 
① 穫 空 機内  ② 療 院 等 医療 施設 内 
*.6V 以 上 の 電池 (EBP-36N) は 使用 で きま せん 。 
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1.3 難 部 の 名 称 と 機能 


DJ-X2000 の 各部 の 名 称 お よび 機能 に つい て 説明 し て いま す 。 


1.3.1 上 面 、 正 面 、 側 面 ( 左 ) 


た QIOー 


1. ダイ ヤル 


ら . クロ ー ン 端子 
3. SP 端 子 


4. アン テ ナ コ ネクター 


周波 苔 や メモ リ チ ャ ン ネル の 切り 替え 、 ス ピー カー 音 
量 、 ス ケル チ の 感度 の 調整 、 そ の 他 の 各種 設定 に 使用 
し ます 。 

セッ ト 間 の クロ ー ン お よび パソ コン と の の 通信 敵 子 で す 。 
外部 アン プ 付 き ス ピー カー また は イヤ ホン を 接続 する た 
め の 端 子 で す 。 ア ンプ 付き ステ レオ スピ ー カ ー、 イ ヤ ホ 
ン を 接続 する と 、FM ス テレ オ 放 送 を 受信 で きま す 。 
付属 の アン テ ナ を 接続 する た め の BNC コ ネクター で 
す 。 


陸 ーーーw キ ーーーーーー ーーーーー バ ーー パニーニ ーーー ふ セー ュー トー キッ ーー さや 


メモ 


5. ⑤ (ファ ンク ショ ン ) キ ー 


MDONI 


B. て) キー 


SHCH 


LAMF 
8. 〇 キー 
9. VOL/SQL キ ー 
10. UP/DOWN キ ー 


1 1. 電源 スイ ッ チ 
12. ハー ドリ セッ トキ ー 


13. BUSY ラ ンプ 


14. スピ ー カ ー 
NE 


加 
16. て キー 
MRMW 


17. て つう キ ー 


18. ディ スプ レイ 
19. キー 


0. マイ ク 


この 操作 を し ます 。 


mw ョ mw ふら ふ や ふ キキ ふ キ ふ キ ふ b キ b キ |!】 げ ぜ ぽ ぼ ば だ ぞ ノル ルル ノ 


他 の キー と の 組み 今 わせ 操作 に より 、 各 種 機能 を 呼び 
出す こと が で きま す 。 

この キー を 提 し て いる 間 は 、 ス ケル チ の レベ ル に 関係 
な く 、 一 時 的 に スケ ル チ を 解除 し ます 。 

この キー を 押す と 40CH ス コー プ 機 能 が 動作 し ます 。 
も う 一 度 提 す と OFF に な り ま す 。 また 、 (キー を 押し 
な が ら こ の キー を 押す と 、7CH ス コー プ と な り ま す 。 
トラ ン シ ー バ ー モ ー ド 時 は 、PTT キ ー (下記 参照 ) と 
し て 使用 し ます 。 

ディ スプ レイ の 照明 を ON/OFF し ます 。 

スピ ー カ ー 音 量 、 ス ケル チ の 感度 の 調整 に 使用 し ます 。 
同 波 数 の 増減 、 ス ピー カー 音 時 、 ス ケル チ の 感 廊 の 調 
整 、 税 種 設定 値 の 増減 、 お よび メニ ュー の 項目 選択 に 
使用 し ます 

寺 演 を ON/OFF し ます 。 

CPU リセ ッ ト し ます 。 タイマー 設定 は クリ ア さ れ ま 
す 。 メ モリ ー の 登録 内 容 は 消え ませ ん 。 前 回 の 電源 
DFF 時 の 機能 設定 状態 に 戻る こと が あり ます 。 

信号 を 受信 する と 緑 に 点灯 し ます 。(FM ス テレ オ 放 送 
受信 時 (イヤ ホン 使用 時 ) は 秘 ) 

また 、 ト ラン シー バー モー ド で は 、 送 信 時 に 赤 に 点 
し ぶす 。 

区 型 ス ピー カー を 内 蔵 し て いま す 。 

プロ グラ ム ス キ ャ ン モ ー ド に 移行 し ます 。 また 、 ⑤ キ 
ーー を 揚 し な が ら こ の キー を 畠 す と 、 ブ ログ ラム スキ ャ 
ン の 登録 が で きま す 。 


デュ アル VFO モ ー ド に な り ま す 。 ま た 、(⑤ キー を 押 
し な が ら こ の キー を 押す と 、 デ ィ ス プレ イ 上 段 の 周 沈 
数 を 下 設 に コピ ー で きま す 。 

メモ リー の 呼び 出し に 使用 し ます 。 ま た 、⑤ キー を 
型 し な が ら こ の キー を 押す と 、 メ モリ の 書き 込み が で 
きま す 。 

周波 数 表示 や 、 設 定 、 居 用 湊 態 な ど を 表示 し ます 。 
VFD モ ー ド で は 目的 同 波 数 を 直接 入力 する こと が で 
きま す 。 ま た 、⑤ キー と の 組み 合わ せ に より 、 各 竹 
能 を 動作 させ る こと が で きま す 。 

集 音 、 録 音 機能 や トラ ン シ ー バ ー モ ー ド で 使 選 する マ 
イク を 内 惹 し て いま す 。 


PTT キ ー と は 通常 トラン シー バー に 装備 さ れ て いる キー で 、 押 し て いる 間 送 信 、 ま た は 送信 
と 受信 の 切り 替え に 使用 し ます 。DJ-X2G000 で は 、 ト ラン シー バー モー ド 時 に 6 もつ 導 


タイ マー や チャ ン ネ ルス コー プ の 設定 も 表示 し ます 。 
18. ドッ トマ トリ ックス 式 表示 部 
周波 数 や 各種 殺 定 内 容 、 メッセー ジ な ど を 表示 し ます 。 
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_ ノ ノノ ノノ ノノ 4 | アプ ププ ノノ ノイ 
1.3.2 背面 、 側 面 ( 右 ) | 1.3.3 ディ ス 
1 呈 
「 計 
、 宣 
| 
| 】 
VOL 
WE 音量 の レベ ル を 表示 し ます 。 
1 ら 2. 回 @⑥ キー を 押す と 点灯 し ます 。 点灯 し た 状態 で 他 の キ 
1 ー を 操作 する こと で 、 各 種 機能 を 動作 させ る こと が 
1. 1 で きま す 。 
3. PRIO プラ イオ リティ 機能 動作 時 に 点灯 し ます 。 
| 4.M メモ リー (MHR) モー ド 時 に 吉 灯 し ます 。 
1 5. PMS プロ グラ ム ス キ ャ ン (PMS) モー ド 時 に 点灯 し ます 。 
6. SKIP メモ リー スキ ャ ン 時 に スキ ッ プ され る チャ ン ネ ル で 
| ある こと を 示し ます 。 
1 アプ. VFO VFO モ ー ド 時 に 点灯 し ます 。 
1 8. ATT アッ テ ネ ー タ ー 動 作 時 に 点灯 し ます 。 
| g.8 設定 され た 周波 数 ステ ッ プ で 割り 切れ な い 周 波数 で 
入力 され た と き に 点 灯 し ます 。 
1 1o. の ベル 機能 が 設定 され て いる と き に 点灯 し ます 。 
上 11.T CTCSS 機 能 が 設定 され て いる と き に 点灯 し ます 。 
12. ぐ ②③ オン タイ マー、 オ フタ イマ ー が 設定 され て いる と き 
1.DC-IN 10 一 16V の ロ C 外 部 電源 接続 用 端子 で す 。 に 点灯 し ます 。 
ら 2. ベル トク リッ プ 取 付 穴 付属 の ベル トク リッ プ を 取り 付け る た め の 穴 で す 。 13.O 〇 Tr キー ロッ ク 機 能 が 設定 され て いる と き に 点灯 し ます , 
3. 電池 ケー スロ ッ ク 電池 ケー ス を 外す と き に 、 右 に スラ イド させ ます 。 14.BS バッ テリ ー セ ー ブ 機 能動 作 時 に 点灯 し ます 。 
4. EBP-37N ニ ッ カ ド バ ッ テリ ー パ ッ ク ま た は 電池 ケー ス 1 15. 者 当 吉池 が 消耗 する と 点灯 し ます 。 点 灯 し た ら 、 電 池 を 
ニッ カド 電池 、 ま た は 単 3 型 乾 填 池 を 4 本 収納 する た 交換 し て くだ さい 。 
め の 電 池 ケ ー ス を ここ に 取り 付け ます 。 16.AM 座 波 型式 が 表示 され ます 。 音量 、 ス ケル チ 調 整 時 は 、 
音 還 レ ベル 、 ス ケル チレ ベル が 表示 され ます 。 
1 1 フ 7. 受信 レベ ル 信号 の 受信 レベ ル を 表示 し ます 。 ま た 、 設 定 に より 
! 
+ 
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1.3.4 キー 
MODE 
1. 
STEP 
2 で ⑤ 
上 TT 
3 ぐ ⑤ 
MIC 
4。 て 4 の 
AUTOMW 
5. て 
KL 
6. <⑤ 
SCRT 
2 
PHRIO 
8. <⑥ 
CTCSS 
9 <⑤ 
SKIP 
10. @*⑤ 
REC 
11. て 9 う 
F TUNE 
18. で ご う 
SET 
13. @W” 
M NAME 
14. 
A-BS 
15. @ ゅ 
TF 
16. ⑥ や 


「1」 を 入力 し ます 。 回 点灯 状態 で 
を 切り 替え ます 。 

「2」 を 入力 し ます 。 加 点灯 状態 で 
テッ プ を 設定 し ます 。 

3」 を 入力 し ます 。 回 点灯 状態 で は 、 ア ッ テ ネ 
ー タ ー の ON/OFF を 設定 し ます 。 
「4」 を 入力 し ます 。 回 点灯 決 態 で は 、 集 童 機能 
を 動作 し ます 。 
「5」 を 入力 し ます 。 国 点灯 状態 で は 、 オ ー ト メ 
モリ ライ ト 擬 能 の ON/ODFF を 設定 し ます 。 
「6」 を 入力 し ます 。 国 点灯 状態 で は 、 キ ー ロ ッ 
ク 機 能 の ON/OFF を 設定 し ます 。 
「7」 を 入力 し ます 。 回 点灯 状態 で は 、 秘 話 機能 
を 設定 し ます 。 

「8」 を 入力 し ます 。 回 点灯 状態 で は 、 ブ プラ イオ 
リティ ー 畿 能 の ON/OFF を 設定 し ます 。 

「98」 を 入力 し ます 。 回 点灯 状態 で は 、CTCSS デ 
コー ド 機 能 の 設定 を し ます 。 
未 確 定 の 設定 を 解除 し ます 。 VFO モ ー ド 時 、 回 点 
灯 状 態 で は 、VFO Aー 昌 LINK 設 定 を し ます 。PMS、 
MHR モー ド 時 、 回 点灯 決 態 で は 、PMS、MR モ ー 
ド で 、 そ れ ぞ れ ス キャ ン パ ス 局 波数 、 ス キッ プチ ャ 
ン ネ ル を 設定 し ます 。 

「O」 を 入力 し ます 。 回 点灯 状態 で は 、 銀 音 機能 
を 動作 し ます 。 

「・」 を 入力 し ます 。 回 点灯 状態 で は 、 瞬間 同 詞 
能 を 設定 し ます 。 
ヘル プ を 表示 し ます 。 回 点灯 状態 で は 、 各種 の 設 
定 を する メニ ュー を 表示 し ます 。 
瞬間 同調 機能 を 動作 し ます 。 人 回 点灯 状態 で は 、 メ 
モリ ー タ グ 検 索 を 動作 し ます 。 . 

スキ ャ ン を 開始 し ます 。 加 点灯 状態 で は 、 バ ンド A、 
バン ド B 間 を スキ ャ ン し ます 。 

メニ ュー の 呼び 出し お よび 入力 値 の 林 定 し 使用 し ま 
す 。 [回 寺 呆 状態 で は 、 盗 明 発 見 機能 を 動作 し ます 。 


外 
員 
に 
用 
員 


3 
通 
沼 
難 
財 


アタ IP 


ーー mm テー ペー トモ サー AA も LamrCv わ ーー 


WW や や wW}W}t ノル クノ 


1.4 DJ-XG000 の セッ ト ア ッ プ 
ご 使用 に な る 脂 に 、 付 属 の アン テ ナ を 確実 に り 付け て くだ さい 。 ま た 、 必 要 に 
応じ て 付 才 の ベル トク リッ プ 、 ハ ンド スト ラッ プ を 取り 付け ます 。 


1.4.1 アン テ ナ の 取り 付け 

アン テ ナ の 根元 を 持ち 、 ア ン テ ナ コネ クタ 
ー の 中 部 に 合わ せ て 差し 込み 、 ア ン テ ナ な を 
- 右 (時 計 方 向 ) に 可 し ます 。 

確実 に 取り 付け た こと を 確認 し て くだ さ 
Mi 


1.4.8 ベル トク リッ プ の 取り 付け 

ベル トク リッ プ を 付 司 の ネジ 2 で 本 体 の 
背 大 に 取り 付け ます 。 

確実 に 取り 付け た こと を 机 認 し て くだ さ 
い 。 


1.4.3 ハン ドス トラ ッ プ の 取り 付け 
ベル トク リッ プ と 本 体 の 溝 の 間 に 左 の 図 の 
よう に 必 り 付け ます 。 
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1.5 電池 に つい て 


1.5.1 電池 ケー ス の 取り 付け 

e 電池 ケー ス の 取り 外し 

電池 ケー スロ ッ ク ボ タン を 右 に スラ イド し 
こぶ ま 、 電 池 ケ ー ス を 5 引き 抜 寺 ます 。 


* 吉池 ケー ス の 取り 付け 

吉池 ケー ス を 本 体 の 溝 に 合わ せ て 、 矢 印 の 
方 向 に 「 カ テ チッ] と 斉 が する まで 差し 込み 
ます 。 
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1.5.2 乾電池 の セッ ト 


7 各務 ケ ー ス を 開き ます 。 


電池 ケー ス の 上 部 の ツメ を 図 の よう に 外し 
上 方 向 に 引き 上 げ る と 、 圭 池 ケ ー ス が 開き ま 
9 。 


党 3 型 アル カリ 乾 冠 池 4 本 を 、 電 池 ケ ー ス の 
「+」「 一 」 表示 に 従っ て ケー ス に セッ ト し ま 
す 


図 の よう に カバ ー の 下 の ツ メ を 本 体 に 合わ せ 、 
「 カ チッ ]」 と 音 が する まで 押し ます 。 


* 同じ メー カー の 同じ 種類 の 乾 起 池 を 使用 し て くだ さい 。 長 時 間 の 運用 に は 、 
アル カリ 束 宮 池 の 使用 を お すす めし ます 。 
* 新しい 乾 吉 池 と 古い 中 池 の 混在 に 避け て くだ ざい 。 


* 別売 の ニッ カド 電池 を ご 使用 の 場合 は 、 ご 使用 前 に 必ず ニッ カド 電池 の 取 
扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 


=、 、 2// グ ググ 
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1.5.3 ニッ カド バッ テリ ー バ パッ ク に つい て 
は 属 の ニッ カド バッ テリ ー バ パッ ク (EBP-37N) を ご 使用 の 前 に 、 必 ず お 説 み 
くだ さい 


1. 評 バ バッテリー は 出荷 時 に は 充 回 さ れ て お り ま せん 。 お 守 い 上 げ 後 、 充 電 し 
て か ら ご 合用 くだ さい 、。 

らら. 本 バッ テリ ー を 完全 に 充電 する に は 、 約 1 半 間 必要 で す 。 

3. 充 寺 は 0 つて むー40C の 温 族 範 回 内 で お こ な っ て くだ さい 。 

4 バッ テリ ー パ ッ ク の 改造 、 分 解 、 火 中 ・ 水 中 へ の 投入 は 危険 で すか らし な 
いで くだ さい 

5. バッテリー バック の 聞 ほ 晶 に ショ ー ト させ な いで くだ さい 」 機器 を 損 
0 、 パ バッテリー の 発 圭 に より や けど の 恐れ が あり ます 。 

6. 前 の 
拓 け て くだ さいし 。 

フ 7. バッ テリ ー パ ッ ク の 保存 は 、 一 GOCー 十 45 で の 和男 囲 で 、 乾 癌 し た 場所 を 
選ん で くだ さい 。 そ れ 以 外 の 温度 や 極端 に 湿度 の 高い 所 で は 、 バ パ バッテリー 
の 液 漏 れ や 、 人 金属 部 の サビ の 原因 に な り ま す の で 避け て くだ さい 

8. 通常 の 使用 で 約 3CQ 回 の 充 吉 が 可能 で す が 、 所 定 の 時 間 充 電 し て も 使用 時 
YOU 寿命 が 尽き た と 書 われ ます 。 新 し いも の を ご 使用 
くだ さ 

9 全滅 守 の 生じ まき めで い 滞 和 
な いで ニッ カド 電池 避 収 協力 店 へ ご 持参 くだ さい 。 

10.、 使用 途中 で 充 零 を 絹 り 返す と 、 メ モリ ー 効 果 の 影響 で 使用 時 間 が 短く な る 
こと が あり ます 。 


* ニッ カド 電池 の ショ ー ト 防止 
ニッ カド バッ テリ ー パ ッ ク を 持ち 選 点 と き に は 、 端 子 を 絶対 に ショ ミート させ な い 
よう 注意 し て くだ さい 。 大 電流 が 流れ 、 や けど や 火事 に な る 危険 が あり ます 。 


1. クサ リ な どの 金属 物 と 一 緒 に バッ グ に 入れ な いで くだ さい 。 

ら . 金属 メッ キ し て ある ハン カチ や 、 内 側が 金属 メッ キ し て ある バッ グ に 趣 援 
AYA 

3. クギ 、 ク サリ な どの 金属 類 や 、 電 気 を 通す 物 が ある 所 に 置い た り 端 子 を 触 
GE ここ 

4. バッ グ に 入れ る 場合 は 、 電 気 を 通さ ない 袋 や ハン カチ な ど に くる ん で くだ 
さい 。 


5. 叶 気 を 居 


さ な い も の を 敷い て 、 置 いこ に くだ さい 。 


1 
5 
1 


! 
H 


、ー ン 6※6 (6  . だ ※ ノル ノノ 


1.5.4 ニッ カド 電 人 
ニッ カド 電池 の 充 器 に は 、 付 属 の 急速 充電 語 (EDC-88) を 使用 し ます 。 


/、 こ 使用 前 の ご 注意 
1. この 充 選 語 は 当社 の ニ ッ カト ウ バッテリー バ ッ ク 衣 です 他 の 充電 式 寺 池 
や 乾電池 の 充 呈 に は 和 対 に 使用 し な いで くだ さ 


2. この 充電 器 を 他 の 機 守 の 電源 と し て 使用 10 だ さい 。 

3. 到 患 吉 を 分 解 し な いで くだ さい 。 

4 人 金属 片 や き 0 計 0 充 赴 端 子 を ショ ー ト させ た り 
し な いで くだ さ 


5. 誠 和 の た 5 の 光る また 、 ホ コリ や 湿 
気 の 多い 場所 で は 重用 し な いで くだ さい 


* EDC- ヨ 8 の 各部 の 名 称 と 機能 


① ラ ンプ 

充電 器 の 動作 状態 を 表し ます 。 

ラン プ 表 示 | 動 作 - バッテリー バッ ク の 処理 
- 赤 点灯 | 切 束 充電 中 | 充電 終了 まで 放置 する . 
| 緑 点 入 補充 電 中 取り 出し て も 良い 

緑 点 洲 補 却 電 終 了 取り 出す 

赤 点 減 完全 放電 バッ テリ ー の 補充 電 中 | 充 霊 終了 まで 放置 する 
赤 ・ 緑 交互 点滅 | 異常 バッ テリ ー 装 芽 時 すぐ に 取り 出す 

@ 充 電 子 
充 宇 局 の 端子 で す 。 


AN 電源 ソケット 
CO 電源 コー ド を 差し 込む ソケット で す 。 
2 ド 
AC 電 源 を 供給 する コー ド で す 。 
⑤ ガ イド (左右 2 ヵ所 ) 
DJ-X2000 を 挿入 する た め の ガ イド で す 。 
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ガム C 二 大 コー ド を 充 夫 器 の AC 電 源 ソ ケッ ト に 差 
し 込ん 々 で くだ さい 。 


くき > 充電 する バッ テリ ー バ ッ ク を 充 思 器 の 岳 サイ ド 
の ガイ ド に そっ て 挿入 し 坪 す 。、 ラ ンプ が 赤色 に 
点灯 し 急速 充電 が 誹 始 さ れ ます 。 


> 全球 充電 が 完了 する と ラン プ は 緑色 の 点灯 に 変 


わり 、 補 充 加 に 切り 替わり ます 。 


プ 充電 開始 か ら 約 4 時 商 が 経 通 する と 、 ラ ンプ は 緑 


色 の 点 減 に 切り 替わり 、 補 却 加 が 終了 し ます 。 
/$ メモ 06 語 2 ー バ パッ ク の 巨 己 必 号 に よる 容 旦 低下 を 防止 する た め に 微 
弱 悪 流 で 規 池 に 負担 を か けず に 充電 する こと で す 。 
* 使用 で きる バッ テリ ー バ ッ ク と 充宏 時 間 
この 欧 電器 が 使用 で きる バッ テリ ー バ パッ ク と お よそ の 充 寺 時 間 は 次 の 通り で す 。 
| バッ テリ ー パ ッ ク | 電池 容 時 | 充電 時 間 | 
EBP-33N 4.8V 65OmAh | 約 1 時 間 
EBP-34N 4.8V 1800mAh | 約 1.5 時 間 
| EBP-35N | 7.2V 800mAh [ 約 1.2 時 間 
EBP-37N 4.8V 700mAh  ' 約 1 時間 
EBP-47N 7.2V 700mAh | 約 ] 時 間 


vvW>W|)4505tw5 5 ぇ ほ ※W《W ぴ W…〈k†』  ※ ノノ ルク ノ 


/%、 発起 時 の ご 注意 


1. 


: 


1 


充 置 中 は DJ-X2000 の 電 洒 を 必ず OFF に し て くだ さい 。 充電 中 に DJ- 

X2000 を 使用 し た 場合 は 故 了 の 原因 に な り ま す 。 

この 充電 器 は 周囲 温度 が 10 や ~ー 40C の 範囲 内 で 充 吉 で きる よう に 設計 さ 

れ て いま す 。 こ の 男 較 外 で の 充電 は 避け て くだ さい 。 

充 吉 が 完了 し て いる バッ テリ ー パ ッ ク を 繰り 返し 連続 充 吉 し な いで くだ さ 

い 。 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 任 人 能 が 劣化 する こと が あり ます 。 通 常 の 便 用 で 

300 回 の 充電 が 可能 で す が 、 充 吉 完 了 後 も 電池 の 使用 時 間 が 著しく 短く な 
っ た 場合 は 、 電 池 の 消 攻 が 原因 だ と 考え られ ます 。 新 し い バ バッテリー パッ 
ク を お 買い 求め くだ さい 。 

バッ テリ ー パ ッ ク を 逆 方 向 に は 挿入 し な いで くだ さい 、。 

充 軍 が 完了 し ラン プ が 緑色 に 点滅 し て いる 場合 は 、 バッテリ ー パ ッ ク を 充 

雲 器 か ら 抜い て くだ さい 。 

長 時 間 ご 使用 に な ら な いと 寺 は 、AC 富 源 コ ー Se 

だ さい 。 ま た バッ テリ ー パ ッ ク も 充電 旋 か ら 抜 いて くだ さ 

放電 の た め 、 電 圧 が 異常 半生 を 
は 、 充 串 問 始 固 後に ラン プ が 赤色 に 点滅 し て 予備 充 十 が 始 され ます 。 そ 

の 後 、 ラ ンプ は 示 反 の 点灯 に 変わ り 人 速 充 宮 が 開始 され ます 。 
異常 な バッ テリ ー パ ッ ク が セッ ト さ れる と 、 ラ ンプ は 赤色 と 緑色 の 交互 に 


.5.5 バッ テリ ー 切 れ 警 千 


IP 警告 音 と 共に ディ スプ レイ に 


バッ テリ ー 


0 し ます 。 バッテリ ー を 充電 また は 


役 ゆ で の は 


回 = EE 警告 


音 は 鳴り ま 


せん 。 
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と  、、 、 、 、 、 、 ク ゎ ク つ ク つ ク つ ク つ ク つろ つ w%w べ ws ンク 


ら . 大 本 近作 


この 草 で は 、DJ-X2O00 の 基本 的 な 操作 に つい て 説明 し ます 。 


ら .1 電源 スイ ッ チ 


次 の 手順 で 、DJ-X2000 の 電源 を ODN/QFF し ます 。 


の に 半 零 源 スイ ッ チ を 約 1 秒間 押し 続け ます 。 ディスプレイ に 
六 ^。ee2 人 | 「ALINCO INTELLIGENT HECEIVEH」 と 表示 され ます 。 


ディ スプ レイ の 表示 が 消え る まで 、 電 涯 スイ ッ チ を 担 し 続け ます 。 


/$ メモ 起源 ON 時 に 表示 され る メッ セー ジ は 変更 する こと が で きま す 。(「3.1.18 
イニ シャ ル メ ッ セ ー ジ の 変更 』(P.41) 参 束 : 


ら . ら 音量 の 調整 
音量 調整 の 手順 は 次 の と お り で す 。 
> 立 還 を 大 ぼく する に は 、 本 体 左側 の 「 ニ yro 

VOL キ ー を 坦 し て か ら 、UP キ ー を | &V16 =-ommg 叶 
押す か ダイ ヤル を 右 (時 計 方 向 ) に ! 3 
回 し ます 。 小 べく する に は VOL キ ー ~^ー 
を 押し て か ら 、DQWN キ ー を 押す か ダイ ヤル を 左 ( 反 時 
計 方 向 ) に 回 し ます 。 に 

音量 の 調整 に 従っ て ディ スプ レイ の 室 が 増減 し 、 数 値 が 
VO0 一 V3 1 まで 変化 ます 。 w 


メモ スケ ル チ を 一 時 的 に 前 除 する に は 、 本 体 左側 の て ) キー を 押し ます 。 押 し て 
いる 周 、 ス ケル チ が 開き ます 。 こ の 操作 に より 、 ス ケル テレ ベル を 変え ず に 
音量 の 設定 が で きま す 。(『2.3 スケ ル チ の 調整 』(P.21) 参照 
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WW ハハ つや t〔Rtztntnt5{ ぅ 5}5 つ 5 つ tt 有 2// 
ら .3 スケ ル チ の 調整 


スケ ル チ と は 、 一 定 レ ベル 以上 の 器 界 強度 を 受信 し た と きのみ 、 ス ピー カー か ら 
音 を 出す 提 能 で す 。 受 信 信 号 が な いと き に スピ ー カ ー が か がら 出る 雑音 を カッ ト で き 、 
待ち 受け し や すく な り ま す 。 

スケ ル チ レ ベル は S00…S31 が か ら 選 択 す る こと が で きま す 。 


本 体 左側 の SQL キ ー を 押し て か ら 、 
UP/DOWN キ ー を 押す か ダイ ヤル 
を 回 し て 、 ス ケル チレ ベル を 語 整 し 人 和 人 e れ 
ます 。 

設定 信 に 従っ て 、 デ ィ ス プレ イ に ス 

ケル チレ ベル が 表示 され ます 。 


/⑳ メモ  * ス ケル チレ ベル が 高い ほど . ス ケル チ は 開き に くく な り ま す 。 ノ イズ が 沙 
える レベ ル ま で スケ ル チ レ ベル を 上 げ ま す 。 
* スケ ル テ が 開く レベ ル は 、 震 界 強 度 が 同じ で も 受信 ずる 周波数 に よっ て 変 
化し ます 。 受信 する 周波 数 に 最適 な レベ ル に 調整 し て くだ さい 。 
* ス ケル チレ ベル が 高 す ぎる と 、 信 号 を 受信 し て も その 信号 が 弱い 場合 に は 、 
スピ ー カ ー か が ら 音 が 己 ま せん 。 


さ ミミ /u 
周波 数 の 設定 に は 、 テ デン キー に よる 入力 、UP/DOWN キ ー に よる 調整 、 ダ イヤ 
ル に よる 調整 、⑥ キー と ダイ ヤル に よる 調整 の 4 種類 の 万 法 が あり ます 。 


* テン キー に よる 入力 
こ 受信 し た い 周波 数 を テン キー か ら 牙 
接 入 力 し 、 ek> キー を 押し ます 。 


MGDE mM TT I 
例 1 145.3400MHz に 設定 する に は 、 ぐつ 、 で 4 う 、 て でき うつ 、C こ う 、 で 3 う 、 で さ う 、 


ev や キー の 順に 押し ます 。 
最後 の 00 は 省略 可能 で す 。 REC FTUNE AUTOMWAUTOMw PRIO 
例 @ O5580MHz(558kHz) に 設定 する に は 、Ce つ うつ 、C つ 、 6 s 


<@N や キー の 順に 押し ます 。 
最後 の 0 は 省略 可能 で す 。 


/ ぬ メモ 設定 し た 周波 数 ステ ッ プ で 弄り 切れ な い 周 波 伊 を 入力 する と 、 デ ィ ス ブ プレイ 
に S が 表示 され ます 。 
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* UP/DOWIN キ ー に よる 調整 

K 局 波数 を 増 退 さば る に は UP キー を 和光 し 、 減 少 さ せる に は 
DOWN キ ー を 押し ます 。 

周 注 数 が 、 設 定 さ れ た 周波 数 ステ ッ プ 単位 で 増減 し ます 。 


/ メモ 周 流 串 ス テッ プ の 定 に つい て に 、「3.1.8 周 洲 敷 ステ ッ プ の 設定 】 (P.33) 
を お 放 み くだ さい 。 


* ダイ ヤル に よる 調 束 

4 周 淡 致 を 載 名 ご せる に は ダイ ヤル を 石 (時 計 方 向 ) に 回 し 、 
当 少 させ る に は 左 ( 反 時 計 方 向 ) に 回 し ます 。 

周波 数 が 、 設 定 さ れ た 周波 数 ステ ッ プ 単 谷 で 増減 し ます 。 


AN メモ 周波 燥 ステ ッ プ の 設定 に つい て は 、「3.1.2 周 流 数 ステ ッ プ の 設定 』 (P.33) 
を お 読み くだ さい 。 


。⑤⑥ キー と ダイ ヤル に よる 調整 
人 キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 回 を 表示 し た 状態 で 
TI 


』 UP/DOWN キ ー を 押す と 、100MHz、10MHz、1 MHz 

ビーナ シン ジン の いずれ か の 格 に アン ダー バー が 表示 され ます 。 ダ イヤ ル 
の | を 回 す と その 枯 の 人 全 交 宮 で きま す 。 

289988 UP/DOWN キ ー を 提 す と 数 値 を 変更 で きる 桁 が 移動 し ま 


は み @② 


> > > > > > 5 5 Mb  。 ※ ※ ョ q ョ ーq※8qq《.】q ぽ MH_06 ノノ ノノ 


ら .5 バン ド の 切り 替え 


DJ-XG000 は デュ アル VF0 方 式 を 搭載 し て いま す 。 現在 受信 中 の 周波 数 と 、 あ ら か じ 
め 入 力 し た も う ひ と つの 周波 数 を 筒 単に 切り 替え て 受信 する こと が で きま す 。 

A ま た は B が 大 文字 で 表示 され て いる 側 の 周波 数 が 、 現 在 受信 中 で ある こと を 示し ます 。 
バン ド 切 り 殆 え の 手 婦 は 次 の と お り で す 。 


VFO 

て で つう キ ー を 押す 毎 に に ディ スプ レ 
イ の 上 段 、 下 段 の 周波 数 が 切り 奪わ 
り ま す 。 

上 段 に 表示 され て いる (大 文字 で 表 
示さ れ て いる 倒 ) の 周波 数 が 、 現 在 
受信 中 の 周波 数 に な り ま す 。 


どら .6 バン ド の コピ ビー 


どら つの VF0 の 内 、 現 在 受信 中 の 悦 波数 を 、 も う ひ と つの VFO0 に コピ ー す る こと が 
で きす 。 手順 は 次 の と お り で す , 


(⑥ キー を 振 し 、 の 
を [ 同 表示 し た 状 帳 で 8 キー を 所 
し ます 。 に つ 

現在 受信 中 の バン ド (ディ スプ レイ 
上 段 、 大 文字 で 表示 され た 側 ) の 周波 数 が も う ひ と つの ババ 
ンド (ディ スプ レイ 下段 、 小 文字 で 表示 され た 側 ) に コピ 
ー さ れ ま す 。 


145.3409 


ど ./ スキ ャ ン 
スキ ャ ン と は 、 周 波数 を 周期 的 に 変化 させ て 受信 し 、 信 号 の 出 て いる 周波 数 を 探 
し 出す 機能 で す 。 ス キャ ン の 下 本 的 な 操作 は 次 の と お り で す 。 


* スキ ャ ン の 実行 

@⑳ キー を 押す と 、 設 定 し た 周波 「 雪 

致 ス テッ プ に 従っ て スキ ャ ン を 書 始 | NFM =mm 
し ま ぞ 。 0N 
スキ ャ ン 中 は 、 受 信 中 (上段 大 文字 表 

示 ) の VFO 側 に 矢印 が 表示 され ます 。 矢 印 が 左向き の と き 
は 、 周 波数 が 高い 方 向 に スキ ャ ン し て いる こと を 示し ます 。 


が メモ CTCSS ま た は A/B ス ケル チ が 設定 され て いる と き は 、 判 定 に 時 間 が か か る た 
め 、 ス キャ ン は 遅く な る こと が あり ます 。 
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信号 が 出 て いる 周波 数 を 受信 する と スキ ャ ン が 一 時 停止 し ます 。 

スキ ャ ン を 青 関 する に は 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、UP ま た は DOWN キ ー を 区 し ます 。 
また 、 ス キャ ン 再 開 条 件 設定 に より 、 ス キャ ン を 巨 動 的 に 再開 する こと も で きま 
す 。 詳細 は 、「3.1.15 スキ ャ ン 再 開 条 件 の 設定 (スキ ャ ン モ ー ド )』(P.43) を 
お 読み くだ さい 。 


* スキ ャ ン 方 向 の 切り 替え 

スキ ャ ン 中 に DOWIN キ ー を 押す と 、 矢 色 が 右向き に 変わ り 、 周 波数 が 低い 万 向 
へ ヘス キャン を 実行 し ます 。 周 波数 が 高い 方 向 へ スキ ャ ン す る に は UP キー を 務 し 
ます 。 ス キャ ン 方 向 は 、 ダ イヤ ル を 回 すこ と で 変え る こと も で きま す 。 


* スキ ャ ン の 解除 
再度 @c ゅ キー を 地 す と 、 ス キャ ン を 鮮 只 で きま す 。 


ュ ム 局 に 
ら .8 サー チ 機 能 (チャ ン ネ ルス コー プ ) 
サー チ 機 能 と は 、 設 定 さ れ た 周波 数 ス テッ プ に 従っ て 、 受 信 中 の 周波 数 を 中 心 と 
し て 40 チ ャ ン ネ ル ま た は 7 チャ ン ネ ル の 範囲 内 で どこ に 信号 が 缶 て いる か を 探 
すず 機能 で す 。 ディ スプ レイ に 表 示 され る グラ フ に より 、 信 号 の 山 て いる チャ ン ネ 
ル を 一 目 で 確認 する こと が で きま す 。 


*・ 40 チ ャ ン ネ ル サ ー チ 
本 体 左側 の ⑥⑬ キー を 班 す と 、 受 信 
中 の 周波 数 を 中 心 と し て 40 チ ャ ン 
ネル の 祝 錯 内 で サー チ を 開始 し ます 。 
サー チ は 設定 し た 周波 数 ステ ッ プ に 
従っ て 実行 され ます , グラ フ 中 央 の の 下 に 受信 中 の 周波 
数 を 配置 する よう に グラ フ 表 示さ れ 、 そ れ よ り 高 い 周波 数 
は 右側 、 低 い 周波 数 は 左側 に 表示 され ます 。 バ ー の 長 さ は 
信号 の 強度 を 示し ます 。 


* フチ ャ ン ネ ル サ ー チ 
ンー 二 | ② キ ー を 詳し 、 デ ィ ス プレ イ に 回 を / 写 3 
e2224| 表示 し た 状態 で 28" キー を 押し ま | &WFM mmm_ 
e22e%9】 す 。 受 信 上 の 周波 数 を 中 心 と し て 7 | 1 148 3499 

| チャ ン ネ ル の 聞 囲 内 で サー チ を 開始 

し ます 。 

サー チ は 設定 し た 周波 数 ステ ッ プ に 従っ て 実行 され ます 。 
グラ フ 中 央 の ゃ の 下 に 受信 中 の 周波 数 を 配置 する よう に グ 
ラフ 表示 され 、 そ れ よ り 高 い 周 波数 は 右側 、 低 い 周波 数 は 
左側 に 表示 され ます 。 バ ー の 長 さ は 信号 の 強度 を 示し ます 。 


/////// 


* 受信 周波 数 の 移動 
人 年 信号 の 出 て いる 周波 シ 数 を 左 に 移動 す 


唱 る に は 、 ダ イヤ ル を 右 (時 計 万 向 ) | 各 WFM 』 邊 __」 
に `、 が ンタ = 四 ) 
に 回 すか 、UP キ ー を 押し ます 。 前 


言 号 の 出 て いる 周波 数 を 右 に 移動 す 
る に は に 、 ダ イヤ ル を 左 ( 反 時 計 方 向 ) に 居 す か 、DOWN 
キー を 押し ます 。 ] 


* サー チ の 解除 
SRCH 


再度 〈) キー を 押す と 、 サ ー チ を 解除 で きま 


/%、 メモ s ゃ ゼー テス テッ プ 、 サ ー チ 再開 条件 の 設定 を する に は 、『3.1.828 サー デ 午 開 

条件 の 設定 」(P.49) を お 誠 み くだ さい >。 

w 工場 出荷 叶 の サー テ 巨 開 条件 は INTERVAL に 設定 され て いま す 。 約 10 秒 

. に 1 度 サ ー チ を お こない い 、 サ ー チ し て いる 画 は 吾 が 途 攻 れ ま す 。 

es テ ャ ン ネ ルス コー プ モ ー ド で の スキ ャ ン 持 、 ス ピー ド が 速い た め 8 メ ー タ 
表示 が 見 え に く いこ と が 誠 り ます 。 

* チャ ン ネ ルス コー プ で 表示 され る グラ フ は 、 現 在 受信 中 の 電波 型式 の 中 半 
の み で す 。 史 えば 、WFM の 76.5MHz を 中 心 に サー チ を し て も 、NFM と 
な る 76.0MFHz 未 溝 の チ ャ ン ネ ル は 表示 され ませ ん 。 

s* チャ ン ネ ルス ニー プ モ ー ド が 設定 され て いる と き は 、 バ パ バッテリー セー ブ 畿 


能 は 動作 し ませ ん 。 

s プラ イオ リティ が 設定 され て いる と き は 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ モ ー ド は 動 
作 し ませ ん 。 

s MR モー ド で サー デ 機 能 を ON に する と 、 サ ー チ 全 表 示 に 時 間 が か か る こと 
が あり ます 。: 


s サー テ 携 態 が ON の 状態 で スキ ャ ン を スタ ー ト する と 、 ス キャ ンス ター ト に 
時 間 が か が か る こと が あり ます 。 


ら .9 モニ ター 機能 (スケ ル チ 解 除 ) 


信号 の 弱い 周波 数 を 受信 する と ぎ き に 便利 な 機能 で す 。 


* モニ ター 機能 を ODN に する 
- 」 本 体 左側 の 〇 キー を 押す と 、 押 し て いる 間 ス ケル テ が 稲 
除 さ れ 、 弱 い 信 号 を 受信 する こと が で きま す 。( 信 号 が な 
29| いと き は ノイ ズ が 聞こ えま す 。) 
で キー を 離す と 再び スケ ル チ を 閉じ 、 元 の 状態 に 戻り ます 。 


デ の 9 
ら 929e%| キー を 押し ます 、 
〇 キー を 難し た 後 も スケ ル チ は 解除 され た 状態 に な り ま す 。 
再度 で ) キー を 押す と 、 再 び ス ケル チ を 閉じ 、 元 の 状態 に 
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ら .10 ラン プ 機 能 


夜間 の 運用 時 な ど に 、 各 部 の 照明 が 点灯 し 使い や すぐ な る 携 能 で 
の ON/OFF の 手順 は 次 の と お り で す 。 


ら .10.1 ラン プ の ON/OFF 

・ ラン プ を ON に する 

と * ッ ク | 本 体 左側 の で ) キー を 押す と 、 デ ィ ス プレ イ と キー ボー ド 
が 上 明 され ます 。 に 

ダイ ヤル 、 キ ー の 操作 中 お よび 〇 ① キー を 押し て いる 隊 照 


明 さ ざれ 実 す 9 ぅ 


プ 機 能 


山 


ラン プ を ON に し 続け る 
ン ム ge ⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に [回 を 表示 し た 状態 で 本 体 
の 28 
Mg と の 
ァ 放 


左側 の ' キー を 押し ます 。 

月 び "キー を 押す まで 、 照明 し 続け ます 。 
2.10.2 ラン プ 機 能 の 設 
ラン プ 識 能 は 、 設 定 に 従っ て 自動 的 に ON/OFF さ せる こと が で きま す 。 
手順 は 次 の と お り で す 。 


7 LAMP 画 面 を 呼び 出し ます 。 

⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
(に [ 語 を 表示 し た 状態 で キー 
を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +CONFIG に 合 
| テ わせ (GSY や キー を 押し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +LAMP に 
合わ せ @ ゅ キー を 理 し ます 。 


WW や や や や や や やや べべ へ へ +、+、+、+、.、 ング 


ラン ブ 設 を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 設定 し た い 項 目 に 合わ せ 、 GR や キー 
を 押し ます 。( 初 苦 設 定 は モメ ンタ リー で す 。) 

オー ト (AUTO) ダイ ヤル また は キー 操作 後 、5 秒 間 ラ ンプ が 

点灯 し ます 。 

モメ ンタ リー(MOMENTARY) で 〇 ) キー を 押し て いる 居 の み ラ ンプ が 点灯 し 
. 〇 キー を 押す 毎 に 、 ラ ンプ の 点灯 / 消 灯 を 
切り 奪え ます 。 
ディ スプ レイ が CONFIG メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 人 台 わ せ や キー を 
抱 し ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に [ 同 を 表示 し た 状態 で @ ゃ 
キー を 押し ます .) 


オル タネ ー ト (ALTERNATE) 


メモ @⑤ キー で CONFIG メ ニュ ー か ら 抜 ける と 、 変 更 し た 設定 内 容 は 
解 佐 され ます 。 


.1 1 ビー プ 音 機能 
キー 操 生 時 な ど に 鳴る ビー プ 甘 の ON/OFF や 人 音量 の 麗 定 を する こと が で きま す 。 


BEEP 画 面 を 呼び 出し ます 。 

1 イン の ⑤⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に 回 を 表示 し た 状態 で 座 ゅ 
ー を 押し ます 。 

ニュ ー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 
矢 町 を +CDNFIG に 合わ せ や キー を 押し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 5 名 を +BEEP に 
合わ せ や キー を 押し ます 。 


グ ビー プ 音 の 設定 を し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 股 定 
を 押し ます 。 (初期 設定 は High で す 。) 


し た い 基 当 に 合わ せ 、 や キ デ 


OFF NIS し ます 。 
_ High ビー プ 斉 が 大 きい 音 で 過 り ます 。 
LOW 5 Me 


ディ スプ レイ が CONFIG メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 名 を END に 合わ せ で や キー 
ed (5 だ キー を 押し 、 ティス フレイ 加 を 胡 示 し た AM で gb 


ぐ メモ 。 ぐ ゆ キー で CONFIG メ ニュ ー か ら 抜け る と . 変更 し た 設定 内 容 は 解除 され ます 
* ステ レオ イヤ フォ ン 生 用 時 は 、 左 の イヤ フォ ン の み ビ ー プ 吾 が 聞こ ご えま す . 
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ら .1 ら 5 キー ロッ クツ 機能 


同じ 設定 で 受信 、 待 ち 受 けし 続け た いと き な ど に 、 誤 操作 を 防止 する た め 、 一 時 
的 に キー 撰 作 な で き な く する 機能 で す 。 
手順 は 次 の と お り で す 。 


⑤⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に ⑯ を 表示 し た 状態 で 民 っ キー 
を 押し ます 。 

ディ スプ レイ に OFr が 表示 され 、 
キー 操作 が ロッ ク さ れ ま す 。 

た だ し 、 キ ー ロ ッ ク 中 で も 電源 スイ ッ チ 、 ダ イヤ ル 、 お 


よび 〇 、VOL/SQL、UP/DOWN、⑤、 の 〇 の 吉 キ 
ー は 操作 可能 で す 。 


* キー ロッ ク を 解除 する 


- 再度 キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 回 を 表示 し た 状態 で て @ つ キー を 押し ます 。 


キー ロッ ク が 懇 除 され ます 。 


ら .13 タイ マー の 設定 


自動 的 に 電源 を ON/OFF で きる 、 オ ンタ イマ ー、 オ フタ イマ ー に つい て 説明 し 
て いま す 。 

オン タイ マー は 和正 動 的 に 電源 が 入る まで の 時 間 、 オ フタ イマ ー は 自動 的 に 電源 が 
切れ る まで の 時 間 を 設定 で きる 機能 で す 。 

DJ-XGO00 の タイ マー は ら 4 時 間 タ イマ ー の た め 、 設 定 し た 時 刻 を 量 準 に 毎日 同 
時 刻 に DON ま た は QFF の 動作 を し ます 。 


8.13.1 オフ タイ マー の 設 


7 TiMER メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 

(キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 
表示 し た 状態 で 奄 ゅ キー を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イヤ 
ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 矢 
人 を 」CONFIG に 合わ せ 、 eS や キー を 押し ます 。 

CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +TIMER に 合 
わせ 、 (や キー を 押し ます 。 


+OFF Timer 


> > WWtwW《〔…tk の  。  ※ ぞ ぞ ノル ルル 


グ GoFE Tirner 画 面 を 呼び 出し ます 。 


ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +OFF Timer 「 富 MS 
OFF Timer 


に 合わ せ 、 eS や キー を 押し ます 。 


し オフ タイ マー を 設定 し ます 。 

UP/DOWN キ ー で 矢印 を ON に 合わ せ 、 ダ イヤ ル で 自動 的 に 協 が 切れ る まで の 
時 間 を 設定 し ます 。 (初期 設定 は OFF で す 。) 

時 間 は 、30 分 刻み で 最大 4 時間 まで 設定 で きま す 。 

OFF を 崇 択 する と 、 オ フタ イマ ー は 動作 し ませ ん 。 


設定 が 終わ っ た ら 、 や キー を 屯 し ます 。 デ ィ ス ブレ イ が TIMER メ ニュ ー に 戻 
る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ @ キー を 浸し ます 。( ま た は 、 ⑤ キー を 押し 、 
ディ スプ レイ に [ 同 を 表示 し た 状態 で @ や キー を 苗 し ます 。) 


/、 メモ ・ @? キー で TIMER メ ニュ ー か ら 抜 ける と 、 変 更 し た 朗 定 内 容 は 
解除 され ます 。 5 
・ オ フタ イマ ー を 呈 設 定 す る と 、 G@i や キー を 押し た 時 刻 を 基準 に 、 
設定 し た 時 問 経過 後に 電源 OFF の 動作 を し ます 。 
< 土 池 を 波 い た り 、 ハ ー ド リセ ッ ト し た 場合 、 末 定 は 磐 除 され ます 。 


ど .13.@ オン タイ マー の 設 


7 TiMER メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 

キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 
表示 し た 状態 で , 臣 ゅ キー を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イヤ +OFF Timer 
ル ま た は UP/DnWN キ ー で 、 先 印 

を +CONFIG に 合わ せ 、 ei や キー を 押し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 R 印 を +TIMER に 信 
わせ 、 et や キー を 押し ます 。 


2 ク ON Timer 画 面 を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +ON Timer / 宣 yr 
に 合わ せ 、 や キー を 押し ます 。 ON Timer 


9 オン タイ マー を 設定 し ます 。 

UP/DOWN キ ー で 矢印 を ON に 合わ せ 、 ダ イヤ ル で 自動 的 に 電 涯 が 入る まで の 時 
間 を 設定 し ます 。 (初期 設定 は 0FF で す 。:) 

時 間 は 、30 分 刻み で 最大 24 時 間 ま で 設定 で きま す 。 

OFF を 選択 する と 、 オ ンタ イマ ー は 動作 し ませ ん >。 


EEE ノノ // ノ ング 


設定 が 終わ っ た ら 、 人 ⑤ や キー を 押し ます 。 デ ィ ス プレ イ が TIMEH メ ニュ ー に 戻 
る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ 人 N や ゅ キー を 押し ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 押し 、 
ディ スプ レイ に [ 同 を 表示 し た 状態 で 仙 ゅ キー を 拘 し ぶす 。) 

2 > ・ @'⑤ キー で TIMER メ ニュ ー か ら 抜 ける と 、 変 更 し た 設定 内 容 は 
解 喉 さ れ ます 。 _- 

< オン タイ マー を 再 設定 する と 、 @i キー を 押し た 時 刻 を 基準 に 、 
設定 し た 時 間 綴 過 後 に 電源 DN の 動作 を し ます 。 

< 器 池 を 抜い た り 、 ハ ー ド リセ ッ ト し た 場合 、 設 定 は 解除 され ます .。 


ら .14 大 本 モー ド 


DJ-XGO000 に は 、VFO0 モ ー ド 、PMS モ ー ド 、MH モ ー ド の 種類 の 革 本 モー ド 
が あり 密 す 。 現 年 選択 し て いる モー ド が 、 デ ィ ス プレ イ 上 部 に 表示 され ます 。 


* VFO モ ー ド 
ダイ ヤル また は UP/ ロ WN キ ー で 周波 数 を 選択 し て 受信 する モー ド で す 。 工場 
出荷 時 に は 、VFO モ ー ド に 設定 され て いま す 。 


・ PMS モー ド 
スキ ャ ン の 囲 を 麗 定 し た プロ グラ ム を 選択 し 、 そ の 鉛 亜 内 を スキ ャ ン し て 受信 
する モー ド で す 。 


* MR モード 
よく 使う 周波 数 を メモ リー に 登録 し て お き 、 そ の メモ リー を 呼び 出し て 受信 する 
モー ド で す 。 


ど .14.1 VFOU モ ー ド 
VFO モ ー ド に は 、A、B の 2 つの バン ド が あり ます 。 


・VFO モ ー ド へ の 移行 

ws て つう キ ー を 押す と 、VFO モ ー ド へ 移 / 写 一 vm 
869%9】 行 し ます 。( す で に VFO モ ー ド に な っ wm sa 
ン 』 て いる 場合 は 、 や っ キー を 押す と 、| A 145.3460 
A、B の バン ド が 切り 替わり ます 。)  ~- と 80.9999/ 


YOI 


層 波 数 の 設定 、 バ ンド の 切り 替え に つい て は 、『82.4 周波 数 
の 設定 』(P.21)、「2.5 バン ド の 切り 否 え 』(P.23) を お 
読み くだ さい 。 
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RYVYK%※ や 5 シシ wー パ ルー パー プ 《 プ パパ 《0VWVW め wWwe ウ っ クン ルルル 


ど .14.2G PMS モー ド 
PMS モー ド に は 合計 20 の プロ グラ ム バ ンド が あり ま ぶ (P、p 各 10 プ ログ ラム バン ド ) 


7 PMS モー ド へ 移行 し ます 。 
0! キー を 押す と 、 PMS モー ド へ 交 ai 
行 し ます 。 プ ログ ラム は 工場 出荷 時 「WFM =mma 


に 登録 され て いま す が 、 変更 する こ 179 194.7589 
と も で きま す ,。 詳細 は #3.3.1 スキ ーーーーーー ザ ーーー 
ャ ンプ ログ ラム の 登録 』(P.67) を お 和久 みく だ さい 。 


ク P と p を 切り 替え ます 。 


で キー を 押す 毎 に 、P と p が 切り 替わり ます 。 


バン ク を 選択 し ます 。 

テン キー を 抑 す と 、 そ の 芋 号 に 対応 し た プロ グラ ム ス キ ャ ン を 開始 し ます 。 
スキ ャ ン 方 向 は 、 ダ イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー で 切り 替え る こと が で きま す - 
絢 の テン キー を 区 す と 、 そ の 番号 に 対応 し た ブログ ラム ス キャ ン を 開始 し ます 。 


ど .14.3 MR モー ド 

メモ リー モー ド に は AE の 5 つの バン ク グ ルー プ が あり ます 。 それぞれ の バン 
ク グ ルー プ に 10 の バン ク (0-9) が あり 、 衝 バン ク に 最大 40 チ ャ ン ネ ル (00 
ー39) の 居 波 数 を 登録 する こと が で きま す 、 


7 MH モ ー ド へ 移行 し ます 。 


” こつ キー を 揚 す と 、PMS モ ー ド へ / 記 "ーーーー 
移行 し 、 登 録 さ れ て いる 周波 数 と 名 | & AM 。-=mm 識 
2 錠 称 が 表示 され ます 。 0 19780 


に ご 
に 


HKB 


周波 数 は 工場 出荷 時 に 登録 され て い 
ます が 、 変 更 す る こと も で きま す 。 詳細 は 「3.3.1 スキ ャ 
ンプ ログ ラム の 登録 」(P.B7) を お 読み くだ さい )。 

2 バン ク グ ルー プ を 選択 し ます 。 


F TUNE 


こう キー を す 毎 に 、A-ーE の バン ク グ ルー プ が 切り 替わり ます 。 


バン レク を 選択 し ます 。 
テン キー を 提 し て 、 バ ンク No. を 選択 し ます 。 


プ チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 チ ャ ン ネ ル を 00…39 の 中 か ら 選 択 し ます . 
ディ スプ レイ 上 段 に 登録 され た 周波 数 、 下 段 に その 名 称 が 表示 され ます 。 
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ム ヒ 
ら .15 ヘル プ 機 能 
装 能 や 損 作 方 法 が 分 か ら な いと き な ど に 、 デ ィ ス プレ イ に 説明 を 表示 させ る 擬 能 
で す 。 また 、 ヘ ルプ の 項目 か ら 宮 設定 回 面 に ジャ ンプ し 、 設 定 す る こと も で きま す 」 


7 へ ルプ メニ ュー を 表示 する 。 
SET 
と フ 


キー を 押す と 、 ヘ ルプ メニ ュー 
が 表示 され ます 。 


を 見 た い 機能 を 選択 し ます 。 

ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 説 明 を 見 た い 項 目 に 
矢印 を 合わ せ 、 em や キー を 押す と その 項 委 の サブ メニ ュ 
ー を 表示 し ます 。 

遍 当 に よっ て 、 さら に その 下 に サブ ゴメ ニュ ー が ある も の も 
あり ます 。 同 料 に 矢印 を 合わ せ 、 (et や キー を 坦 し ます 。 @ キー を 則 す と 上 の 
階層 に 戻り ます 。 


+ 


ざ ヘル フ プ を 実行 し ます , 

セツ メイ (Inst.) に 矢印 を 合わ せ て @ や キー を 押す と そ 
の 機能 の 説明 を 表示 し ます 。 の 

セッ テイ ! (Set!) に 矢 殺 を 合わ せ て ev や > キー を 字 す と そ 
の 機能 の 設定 画面 に ジャ ンプ し ます 。 

その 他 、 う し ろ に 「! が 付い た 項目 は 、 矢 印 を 合わ せ て ep キー を 押す と その 和 機 
能 を 守 行 し ます 。 


プ ヘル プ を 終了 し ます 。 


SKIP 


元 の 画面 に 戻る まで 、 キー を 押し ます 。 


/$ メモ  * ヘ ルプ の 内 容 を 英語 で 表示 させ る こと も で きま す 。 詳細 は 、「3.1.Z 表示 
言語 の 設定 」 (P.38) を お 読み くだ さい 。 
* ゃ セッ テイ ! を 動作 さだ る と ヘル プ 撮 能 か ら 抜 け ま す 。 再度 ヘル プ を 見 る 場 


SKIP 


合 は 、 設 定 確 定 後 また は @ キー で 解除 後 、 ( 華 ゅ キー を 押し ます 。 


や WW のみ の よ や や や や べべ や べべ へ べべ _ ユ ヶ _ ヶ ヶ ルル 


3. その 他 の 便利 な 機能 


この 草 で は 、DJ-X ど 000 の 便利 な 機能 に つい て 説明 し て いま す 。 


3.1 各 モ ー ド に 共通 の 機能 


VFO、PMS、MR の 各 モ ー ド に 共通 の 機能 に つい て 説明 し て いま す 。 


3.1.1 電波 型式 の 設定 ^ 

イス ァ @ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 還 
を 表示 し た 状態 で 光 キー を 押し ま 
】 す 。MODE 画 面 が 表示 され る の で 、 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 
矢印 を 設定 し た い 電 波 型式 の 項目 に 合わ せ 、@S ゅ キー を 提 
し ます 。 


吉 波 型式 は AM、NFM、WFM、USB、LSB、CW、 

AUTO か ら 選 択 で きま す 。AUTO を 選択 する と 、 受 信 洛 泊 

数 に より 最 骨 な 電波 型式 が 当 動 的 に 設定 され ます 。 

(初期 設定 は AUTO で す 。) 

/% メモ PMS、 MR モー ド で は 、DIRECT WRH を ON に 設定 し た 場合 に 設定 可能 に な り ま 
す 。( 初 砺 設定 は OFF で す 。) 詳 紀 は 、『3.3.31 設定 の 赴 接 変更 』 (P.63) を お 説 

の みく だ さい し \。 


3.1.2 周波 数 ステ ッ プ の 設定 = 
周波 数 を 設定 する と き 、 ダ イヤ ル を 1 クリ ッ ク 、 ま た は [| 


VFO 


: EP 
UP/DOWN キ ー を 1 回 す 毎 に 何 Hz 当 位 で 局 波数 を 幅 減 さ | "に RT 


AUTO STEP 
せる か を 設定 し ます 。 59Hz 


| ② キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に [ 周 を 表示 し た 状態 で 中 $ 

9 キー を 押し ます 。 

9922| STEP 画 殺 が 表示 され る の で 、 ダ イヤ ル ま た は 
UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 設定 し た い 頂 所 に 合わ 

せ 、 人 N ゅ キー を 押し ます 。 (初期 設定 は AUTO STEP で す 。) 

局 流 数 ステ ッ プ は 、AUTO STEP、50Hz、1 00Hz、 

どら 00Hz、500Hz、 1 kHz、 ら kHz、5kHz、6.25kHz、 

8.33kHz、SkHz、10kHz、15.5kHz、15kHz、 

ら 0kHz、 ら 5kHz、30kHz、50kFHIlz、100kHz、 

125kHz、150kHz、200kHz、250kHz、500kHz、 

USER STEP (任意 ) の 中 か ら 選 択 で きま す 。 33 


と > > つろ つつ twW〔Q ハ WVkWd』d  ※ ※ ※※ ※ ノノ 
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/@ メモ PMS、MR モ ー ド で は 、DIHECT WH を ON に 設定 し た 場合 に 麗 定 可能 に な り ま 
す 。( 初 期 設 定 DFF で す 。) 詳 紀 は 、「3.3.31 設定 の 下 接 変更 ] (P.63) を お 読 
みく だ さい 。 


AUTO STEP を 選択 する と 受信 周波 数 バン ド に 最適 な 周波 数 ステ ッ プ が 自動 的 
に 設定 され ます 。 
USEH STEP (任意 ) を 選択 する と 50Hz-499.35kHz の 範囲 で 任 電 に 設定 で 
きま す 。 REC FTURE TF 
例 150kHz を 入力 する と き : て の 、 、 て の 、 @Np 
45OkHz を 入力 する と き 。 あっ CS あ 、 人 あ 


* ス テッ プシ フト 表示 


設定 され た ステ ッ プ で 割り れ な い 周 波数 で 入力 され た 場 「 事 ve- 
合 も その 入力 を 受け 付け ます 。 そ の 場合 、 ビ ー ブ 斉 が 鳴り 、 | NFM =gmm 
ディ スプ レイ に 通常 以外 の ステ ッ プ で 動作 し て いる こと を の 


示す 5 が 表示 され ます 。 


3.1.3 アッ テ ネ ー タ ー 機 能 

他 の チャ ン ネ ル か ら の 影響 を 軽減 する 機能 で す 。 

受信 し て いる 信号 が 他 の チャ ン ネ ル の 強力 な 信号 の 影響 を 受け て いる よう な 場合 
に 使 記し 、 受 信 中 の 信号 を 聞き や すく する 機能 で す 。 


画面 を 呼び 出し ます 。 

ムキ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 同 
8 を 表示 し た 状態 で G ゝ キー を 押 
し ます 。ATT 画 瑞 が 表示 され ます 。 


の アッテネータ ー レ ベル を 設定 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 設定 し た いい アッテネータ ー レ ベル に 
合わ せ 、 et や キー を 押し ます 。( 初 期 設定 は DFF で す 。) 

OFF アッ テ ネ ー タ ダー を OFF に し ます 。 

LOW 影響 を 受け て いる 信号 を 約 10dB 軽 減 し ます 。 

High 影響 を 受け て いる 信号 を 約 2OdB 軽 減 し ます 。 


ディ スプ レイ 上 部 に ATT と 家 示 され 、 ア ッ テ ネ ー タ ダー 機能 が ON に な っ た こと を 
示し ます 。 


ww ふら ゅ や bkb⑱b よ bb 0 040 つ 0%t0Wwe9e 64 . ぞ ノノ 


/⑯ メモ  e 周波 数 に よっ て 軽 減 度 が 多少 変化 し ます 。 
* PMS、MRH モ ー ド で は 、DIRECT WH を ON に 設定 し た 場合 に 設定 可能 に な り 
ます 。 (初期 設定 は OFF で す 。) 詳細 は 、『3.3.31 設定 の 直接 変更 ](P.G3) を 
お 読み くだ さい .。 


3.1.4 バッ テリ ー セ ー ブ ゴブ 機能 

吉池 を 展 持 ちさ せる た め の 機 能 で す 。 無 湊 作 状態 また は 信号 を 受信 し て いな い 状 

慈 が 一 定時 間 続 く と 、 内 部 電源 を 定期 的 に ON/OFF さ せ て 電池 の 消耗 を 少な く 
し ます 。 

ATT SAVE 画 面 を 呼び 出し ます 。 

い デ 6 ⑤⑥ キ ー を 振 し 、 ディ スプ レイ に 同 所 fg 

を 表示 し た 状態 で 旋 キー を 押し | 記 BATT SAVE 

ぶす 。 3 OFF 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ ャ ーー FT 
4 ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +CONFIG に 合わ 

ち 記 | せ 、 ゅ キー を 押し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +BATT 
SAVE に 含 わせ 、 ge キー を 提 し ます 。 


バッ テリ ー セ ー プ 機能 の ON/OFF の 比率 を 設定 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DDWN キ ー で 、 矢 印 を 設定 し た い ON/OFF の 比率 に 合 
せ 、,gK ゅ キー を 押し ます 。 (初期 設定 は NORMAL で す 。) 


ディ スプ レイ が CONFIG メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ @⑥ や キー を 
押し ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 表示 し た 状 琵 で @5 
(や キー を 押し ます 。) 


SKIP 
/、 メモ  * (8 ゆ キ ー で CONFIG メ ニュ ー か ら 抜け る と 、 変 更 し た 疫 定 内 は 衣 除 され ぶす 
* LONG に 設定 する と 、 内 部 宮 源 を OFF に する 詩 問 が 長く な り 寺 池 は 受 蘭 ち 
し ます が 、 受 信 反 恋 は 遅く な り ま す 。 
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キ シキ ショ や mW や mW や > ふみ ふ や キ や ホキ や ふ や ふ や ふ や ふ や ふ ホキ や キ ふ や ホ や ふ よ ホ よ ぱ ほじ 2 


3.1.5 クロ ー ン 機能 

クロ ー ン 機能 と は 、] 台 の DJ-X2000 ( 開 機 ) に 設定 し た メモ リー の 内 容 を 、 
季 の DJ-X80Q0 ( 子 機 ) と の 間 で 転送 する 機能 で す 。 ク ロー ン に は ら 台 の DJ- 
X2000 を 所 続 する た め の 25 ゅ の ステ レオ プラ グ 付 き ケ ー ブ ル が 必要 で す 。 


ナ ぉ 台 の DJLXa000 の 電源 を 入れ 、 接 続 し ます 。 
本 体 上 部 の キャ ッ プ を 外し 、 図 の よう に CLN 嵐 子 に ケー ブル を 接続 し ます 、 


ーー 


「 | っ 5 ゃ 
ステ レオ プラ ダグ 


の クローン を 失 行 し ます 。 

N ⑤ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 
表示 し た 状態 で 忠 ゅ キー を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イヤ 
ル ま た は UP/ ロ OWN キー で 、 矢 印 を 
と CONFIG に 合わ せ 、 @ や キー を 押し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 EJ を +CLONE に 
合わ せ 、@ ゆ キー を 押し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 実行 し た い ク 
ロー ン の 駐 類 に 合わ せ 、 昌 ゃ キー を 押し ます 。 
子 機 側 の 操作 は 必要 あり ませ ん 。 


READ も う 一 台 の DJ-XG000 か ら メ モリ ー の 肉 容 を コピ ー し ます 。 
WHITE も う 一 台 の DJ-XG000 ヘ メモ リー の 内 容 を コピ ー し ます 。 
END コピ ー を 行わ ず に 、 ク ロー ン 機 能 を キャ ン セ ル し ます 。 


・HEAD 選 択 時 


CLONE DATA 


RECEIVING 
まま 


・ WRITE 選択 時 
親 機 の 素 示 


WORKING 


子 機 の 表示 


エー コ 
ヒー ョ 
宮 
全 
令 
vol 


r CLONE DATA 


上 ー ョ 
ヒー コ 
室 
に 
wo 


r CLONE 


WORK TNG 


SENDING 
4 


36 クロ ー ン が 終了 する と 、 子 機 は 通常 表示 に 戻り 、 親 機 は CLONE メニ ュー に 戻り ます 。 


WW>b>b>s ふ ss キ hth や ぴ ば や つや ttt ゎ tt}+††qq プ 2 


ざ クロ ー ン を 終了 し ます 。 

クロ ー ン が 終わ っ た ら 、 両 方 の DJ-XGOd0 か っ クロ ー ン ケー ブル を 抜き ます 。 
親 機 は @⑮ エー を 軍 す と クロ ー ン メニ ュー を 終了 し ます 。 子 機 は その まま 使用 で 
きま す 。 


クロ ー ン 中 は ケー ブル を 抜か な いで くだ さい 。 ま た 、 ク ロー ン 中 に 電源 を 


OFF に し な いで くだ さい 、。 


3.1.6 通信 スピ ー ド の 設定 
クロ ー ン また は パソ コン と の 通信 時 の 通信 スピ ー ド を 設定 で きま す 。 (初期 設 定 
は 38400bps で す 。) 


・38400bps に 設定 する 場合 
きっ キ ー を 提 し な が ら 電 源 を ON に し ます 。 


・18200bps に 設定 する 場合 
な う キ ー を 押し な が ら 器 源 を ON に し ます 。 


・ 600bps に 設定 する 場合 
で ぐう キー を 押し な が ら 回 涯 を UN に し ます 。 


電源 を ON に し た と き 、 デ ィ ス プレ イ に 設定 され た 通信 スピ ー ド が 表示 され ます 。 


/@、 メモ 通信 スピ ー ド が 違う DJ-X2OO0 間 の クロ ー ン 、 ま た は パソ コン と の 通信 は 
で きま せん 。 
* 初期 値 は 高速 の 38400bps で す が 、 通 信 で エラ ー が 多い 場合 は スピ ー ド を 
下げ て 再 骨 信 を し て くだ さい 。 エ ラー が 多い 場合 は 、 ヨ 60Obps を 合用 し 
て くだ さい 。 


3Z 
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ノ /////// 


3.1.7 表示 言語 の 設定 
DJ-X8000 は 、 工 場 出荷 時 に は 日 本 腰 表 示 に 設定 され て いま す が 、 英語 表示 に 
設定 する こと も で きま す 。 


7 LANGUAGE 画 面 を 呼び 出し ます 。 
@⑤ キー を 担 し 、 デ ィ ス プレ イ Ve 
に [回 を 表示 し た 状態 で 店 ゅ キー LANGUAGE 
を 押し ます 。 に 
_ nglish 
ニュ ー が 表示 され る の で 、 ダ イヤ  「 
ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 矢印 を +CONFIG に 合わ 


宮 
+ 


+LANGAUGE に 含 わせ や キー を 押し ます 。 


人 語 を 癌 内 し ます 。 

タイ ヤル また は UP/DDWN キ ー で 、 矢 圧 を English ま た は ニホン ゴ 
(Japanese) に 合わ せ (や キー を 羽 し ます 。 ( 初 設 定 は に ホ ン ゴ で す 。) 

ディ ス ブ レ イ が CONFIG 画 面 に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ @ や キー を 揚 し 
ます 。( ま た は 、⑦⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 人 国 を 表示 し た 状態 で > キー 
を 押し ます 。) 


/ ぬ 、* モ @- キー で CONFIG メ ニュ ー か ら 抜 ける と 、 変更 し た 設 足 内容 は 角 除 され ます 


3.1.8 電界 強度 計 


非 同 調 形 零 界 強度 計 の レベ ル 設 定 が で き 、 レ ベル に 起す る と ベル が 喝 る 機能 で す 。 


盗 鞍 機 の 送信 チェ ッ ク な ど に 利用 で きま す 。 
DJ-XGO00 に は .、 次 の 2 種類 の 埋 更 到 度 の 測定 方 法 が あり ます 。 
電界 強度 計 の 表示 電界 私 度 の 強弱 を S メ ー タ と ビー プ 音 で 示し ます 。 
設定 値 コ ー ル 動作 設定 し た レベ ル 以 上 の 電 宮 疾 度 に 反応 し て 、 ベ ル が 
噂 り ま す 。 


< 電界 強度 計 の 表示 
チェ ッ カ ー (CHECKER) 画面 を 呼び 出し ます 。 
Ge ら キー を 押す と HF チ ェ ッ ク メ 
| ニュ ー が 表示 され る の で 、 ダ イヤ ル 
あ 弱 | 錠 また は UP/DOWN キ ー で 、 矢印 を 
| チェ ッ カ ー(CHECKER) に 合わ せ 
> キー を 押し ます 。 


ーー 殺せ @ や キー を 泊 し ます 。 ' 
あ 吉 学 害 CONFiG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を 


= ぅ つつ ク つつ nt ぴ 5W ぺ W% よ kW ※ ※ … ノノ ノノ 


の 度 を 刑 定 し ます 。 
電界 強度 が 大 きく な る と S メ ー タ が 振れ .、 ピ ビー プ 韻 の ピッ 
チ が 速く な り ま す 。 


人 ぷ メモ 沈 く の 強 い 電 界 強 度 を 調べ る た め 、 感 度 は 約 -50dBm 以 上 で 反応 し ます , 
また 、 周 波数 に よっ て 感度 が 変化 し ます 。 


・ 設定 値 コ ー ル 動作 
7 コレ タダシ (CALL WAIT) 画面 を 呼び 出し ます 。 


er ら キー を 押す と HF チ ェ ッ ク メ ニ 
ュー が 表示 され る の で 、 ダ イヤ ル ま 
宮 あ を 嘱 | 牧 た ほ UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を ヨ 
あの 補 虎 ビ ダ シ (CALL WAIT) に 合わ せ ,g> キー を 押し ます 。 


ある 家 あ 
補 あど や 
の 
ay 季 の 


の 設 二 値 コー ル 動作 を 開始 し ます 。 

ダイ ヤル 、UP/DOWN キ ー、 ま た は テン キー で レベ ル を 
設定 し ます 。 レ ベル は 1 9 か ら 選 沢 し ます 、( 初 期末 定 
は 3 で す 。) 


設定 され た レベ ル を 超え る と ベル が 只 り 、 デ ィ ス ブレ イ に 《) が 点 減 し ます 。 
ベル は 1 0 秒間 只 り ます 。 《J は 、 点 減 し 続け ます 。 


・ 設 定 値 コ ー ル 動作 の 解除 
が 点 減 し て いる と き は 、 @c⑤ キー を 押す と 、 点 滅 を 解除 し ます 。 

の づか が 款 滅 し て いな いと き は 、 きる キー、 ま た は * 庄 芝 キー を 押す と 動 作 を 解除 
し ます 。 


/⑪、 メモ 設定 人 コー ル 動作 時 は 、 電 源 ス イッ チ 、 で キー の み 有 有効 で す 。 
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3.1.9 電池 電圧 表示 機能 
電池 電圧 を 表示 する 機能 で す 。 


デン チ デン アツ (BATT VOLT) 画 面 を 呼び 出し ます 。 
⑤ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ / 室 _ @ 

に { 周 を 表示 し た 状態 で 店 ぁ キ | あま テ ガブ デフ 
ー を 押し ます 。 SN 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ 
イヤ ル ま だ た は UP/DO0WN キ ー で 、 矢 印 を を +CONFIG に 
合わ せ 、 5 ゎ ゅ キー を 押し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 ダ イヤ ル ま た は 
UP/DOWN キ ー で 、 矢 E 困 を + デ ンチ デン アツ (+BATT 
VOLT) に 合わ せ 、, 計 > ゅ キー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ に 電池 忠 圧 が 表示 され ます 。 
eu5 キー を 押す と 電池 電圧 表示 を 解除 し ます 。 


/$ メモ e 混 定 福 は 0.5 秒 ご と に 更新 され ます 。 
s 釣 部 吉 源 接続 時 (10--1BV) は 、「OVEH 8V」| と 素 示 され ます . 


3.1.10 トー ン 音 次 設定 

受信 斉 の 音 企 を ら 段 階 で 設定 し ます 。 
TONE 画 面 を 呼び 出し ます 。 

キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に 【 還 を 表示 し た 状態 で 店 キー 
を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +CONFIG に 合 
わせ SR や キー を 押し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +TONE に 
合わ せ s ゅ キー を 押し ます 。 


受信 音 の 音質 を 設定 し ます 。 ' ー 
ダイ ヤル また は UP/DOWN エ ー で 、 矢 印 を High ま た は LOW に 今 わせ 、 @ や キ 
ー を 押し ます 。 (初期 設定 は High で す 。) 

ディ スプ レイ が CONFIG メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ @ や キー を 
押し ます 。( ま た は 、@ キー を 押し 、 デ ィ スプ レイ に [回 を 表示 し た 状態 で gy 
キー を 押し ます 。) 


/0、 メモ  @ 介 キー で CONFIG メ ニュ ー か ら 抜 ける と 、 変 更 し た 設定 内 容 な 解除 され ます 。 


////// ン 


3.1.1 1 ベル 機能 の 設 
スケ ル チ が 前 除 され た と き に ベル を 喝 ら す 機能 で す 。 


/ BELL 画面 を 呼び 出し ます 。 

⑤ キー を 押し 、 デ ィ ス プレイ 
に [ 同 を 表示 し た 状態 で 臣 ゅ キー 
を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ 
イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +CONFIG に 
の 合わ せ @ や キー を 押し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +BELL に 
合わ せ 5 ゅ キー を 字 し ます 。 


の 機能 の ON/OFF を 設定 し ます 。 

ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を DN ま た は OFF に 合わ せ 、.@ キー 
を 押し ます 。 (初期 疫 定 は OFF で す 。) 

スケ ル チ が 解除 され る と 、 ベ ル は 10 秒 商 鳴 り 、 デ ィ ス プレ イ に が 京 浅 し ま 


SKIP 


す 。@ キー を 押す と 、 点 減 を 解除 し ます 。 


ディ スプ レイ が CONFIG メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ @ や キー を 
天 し ます 。 ( 示 た は 、⑤⑥ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に [ 同 を 表示 し た 状態 で @ や 
キー を 押し ます 。) 


SKIP 
/⑳、 メモ ぐ @ ゆ キー で CONFIG メ ニュ ー か ら 玉 ける と 、 変更 し た 設定 内 守 は 解除 され ます 。 


3.1.1 ら イニシャル メ ッ セ ー ジ の 変更 
電源 を ON に し た 後に 表示 され る イニ シャ ル メ ッ セ ー ジ の 内 容 を 変更 する こと が 
で きま す 。 


ガイ ニシ ャ ライ ズ MG (OpeningMG) 画面 を 呼び 出し ます 。 

⑤ キー を 拝 し 、 デ ィ ス プレ イ / 室 ーー 一 
に [回 を 表示 し た 状態 で 起 ゅ キー | 語 1LINE MSG 和 
を 押し ます 。 ABCDEFGH 1JK 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 タ ダイ ーー 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +GONFIG に 合 
わせ @ や キー を 宛 し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を + イ ニシ ャ 
ライ ズ MG (+OpeningMG) に 合わ せ ( 仙 ゅ キー を 畠 し 
ます 。 
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ク メッ セー ジ を 入力 し ます 。 

ダイ ヤル を 回 し て 文字 を 選択 し 、DOWN キ ー で 決定 し ます 。UP キ ー を 押す と 決 
定 し た 文字 を キャ ン セ ル で きま す 。 最 大 36 文 字 ま で 入力 で きま す 。 (初期 設定 は 、 
ALINCO INTELLIGENT HECEIVEH で す 。) 


づ 設定 を 終了 し ます 。 に 
メッ セー ジ の 入力 が 終わ っ た ら 、@ や キー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ が CONFIG メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ や キー を 
押し ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に [ 国 を 表示 し た 状態 で (@N ゃ 
キー を 押し ます 。) 


SKIP 
/Q ぐ メモ  w ⑥LD キ ー で CONFIG メ ニュ ー か ら 抜 ける と 、 変 更 し た 設定 内 宮 は 有 解 除 さ れ ま す 
* メッ セー ジ を 入力 する と き 、(⑤ キー を 捧 し な が ら ダ イヤ ル を 加 す と 、 文 字 
を 1 1 文字 す つ 移動 で きま す 。 


3.1.13 リセ ッ ト 機 能 
各種 機能 の 設定 や メモ リー を リセ ッ ト す る 機能 で す 。 リセ ッ ト の 種類 に より 、 工 場 
出荷 時 の 設定 まで 全て リセ ッ ト し て し まう 場合 も ちり ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 
⑤ キ ー を 更 し な が ら 電 漂 を DON に | 2 ( 
する と 、USER RESET メ ニュ ー | caNeEL 
が 表示 され ます 。 +SYSTEM 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 実行 し た い 
リセ ッ ト の 種類 に 合わ せ .&S ゃ キー を 押し ます 。 
各 項 目 の リ セッ ト 内 容 は 次 の と お り で す 。 

CANCEL リセ ッ ト を キャ ン セ ル 


し ます 。 
SYSTEM DJ-XG000 を 骨 入 後に 設定 し た 間 種 機能 の 設定 を リセ ッ ト 
し ます 。 た だ し 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル は 消去 され ませ ん 。 


(通常 は これ を 選択 し こく だ さい 。) 


ALL 工場 出荷 時 の 各種 設定 、EEPHOM メ モリ ー、 銀 音 |C デ ー タ 
な ど 、 全 て の 設定 を リセ ッ ト し ます 。 


ルン ン / 


3.1.14 PMS/MRH モ ー ド で の 周波 数 調整 (M. TUNE) 
PMS また は MR モー ド で の 運 必中 、VFO モ ー ド に 戻ら な く て も 周波 数 を 調整 す 
る こと が で きま す 。 


PMS また は MR モー ド で の 運用 
中 に 、 ゅ キー を 押す と 、 デ ィ ス 
プレ イ に M. TUNE と 表示 され ま 
の す . ダイ ヤル また は UP/DOWN 
キー で 居 波 数 を 語 可 し まず 。 


CM TUNEo 
0 で つっ ・ こつ の いずれ か の キー を 押し ます 。 


3.1.15 スキ ャ ン 再 開 条 件 の 設定 (スキ ャ ン モ ー ド ) 
スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 一 時 停止 し ます が 、 こ の 設定 に より ど 
の よう な と き に スキ ャ ン を 再開 する か を 設定 で きま す 。 


スキャン メニ ュー を 呼び 出し ます 。 
⑥ キ ー を 挟 し 、 デ ィ ス プレ イ 
に ト 国 を 表示 し た 状態 で 店 ゅ キー 
を 押し ます 。 し ょ BUSY Timer 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +CONFIG に 合 
4 わせ @ ゃ ー を 苑 し ます 。 

CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 田 を + ス キャ ン 
(+SCAN SETUP) に 合わ せ @ ゞ キー を 担 し ます 。 


の 8cAN MoDE 画 面 を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/D0WN キ ー で 、 矢 印 を +SCAN 「 宣 yre 
MODE に 合わ せ gy キー を 押 し ます 。 SCAN MODE 


ぅ BUSY 
STOP 


43 


> /Z2// 


プス キャ ン 有 再開 条件 を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 設定 し た い 項 年 に 合わ せ 、 gi キー 
を 押し ます 。 各 項目 の 動作 は 次 の と お り で す 。( 初 甚 設定 は BUSY で す 。) 
BUSY 信号 が 出 て いる 周波 数 が ある と 、 そ の 周波 数 を 受信 し 続け ます 。 
言 号 が な く な る と 、 ス キャ ン を 責 開 し ます 。 
STOP 一度 信号 が 出 て いる 周波 数 を 受信 する と 、 ス キャ ン を 再開 し ま 
せん 。 
TIMER 信号 が 出 て いる 周波 数 を 受信 する と 一 定時 間 ス キャ ン を 停止 し 
ます 。 一 定 持 間 経過 する と 、 信 号 を 受信 中 で も スキ ャ ン を 再開 
し ます 。 停止 時 間 の 設定 に つい て は 「3.1.17 スキ ャ ン ポ ー ズ 
時 間 の 設定 ]」 (P.45) を お 読み くだ さい 。 


ディ スプ レイ が スキ ャ ン メ ニュ ー に 戻る の で 、 ダ イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー 
で 、 矢 印 を END に 合わ せ @⑯ や キー を 押し ます 。( ま た は 、⑥ キ ー を 押し 、 デ ィ 
スプ レイ に 回 を 表示 し た 状態 で gg ゅ > キー を 押し ます 。) 


SKIE 


/⑳ メモ ター で スキ ャ ン メ ニュ ー か ら 抜 ける と 、 変 更 し た 設定 内 容 は 解除 ぐれ ま 


3.1.16 5 メー タレ ベル 

スキ ャ ン 中 に 、 ど の レベ ル 以 上 の 信号 を 受信 し た と き に スキ ャ ン が 停止 する か を 
設定 で きま す 。 

7 2 ュー を 呼び 出し ます 。 

⑤⑥ キー を 押し 、 ディ スプ レイ 
に 回 を 表示 し た 状態 で ep 介 ぁ キー 
を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イヤ ル ま た は 
UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +CONFIG に 合わ せ gs ゅ キ 
ー を 押し ます 。 

CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を + ス キャ ン 
(+SCAN SETUP) に 合わ せ S ゅ キー を 押し ます 。 


+BUSY Timer 


グ S_LEVEL 画 面 を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DQWN キ ー で 、 矢 印 を +S_LEVEL 
に 合わ せ (人 N ゅ キー を 押し ます 。 
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WW や WW へ WW や や べべ ルル 


づ SS メー タレ ベル を 選択 し ます 。 

3 で 、 矢 印 を DN に 合わ せ 、 ダ イヤ ル で 1] 一 7 か ら レ ベル を 選 沢 
、@ ウ キー を 押し ます 。S メ ー クレ ベル を 下 定 し な い 場合 は OFF を 居所 

as や キー を 押し ます 。 (初期 設定 は DFF で す 。) 

12 い ほ ど 、 ス キャ ン の 停止 に 強い 信号 が 必要 と な り ま す 。 

ディ スプ レイ が スキ ャ ン メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ @⑥⑦ キー を 

押し ます 。( ま た は 、⑥ キー を 押し 、 NN 

キー を 押し ます 。) 


/⑳、 メモ  @$ キ ー で スキ ャ ン メ ニュ ー か ら 談 ける と . 変 可 し た 設定 内 守 は 各 除 され ます 。 


3.1.1 ノ アス キャン ポー ズ 時 間 の 設 
タイ マー スキ ャ ン 動 作 時 の 、 ス キャ ン の 停止 時 間 を 末 定 する こと が で きま す 。 


7 スキャ ン メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 

キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に [ 還 を 表示 し た 状態 で 起 ぁ キー 
を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +CONFIG に 今 
の わせ る @ ゎ ふ キ ー を 押し ます 。 

CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を + ス キャ ン 
(+SCAN SETUP) に 合わ せ S ゅ キー を 押し ます 。 


+8USY Timer 


ク BUSY Timer 画 面 を 呼び 出し ます 。 


3 ー で 、 矢 印 を +BUSY 写 
記 Busy Timer 


TT 上 


Timer に 合わ せ @Q ゃ キー を 押し ます 。 


SS 
ざ スズ スキャ ン ポ ー ズ 時 間 を 設定 し ます 。 


ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 スキ ャ ン ポ ー ズ 時 間 (1 一 12 秒 ) を 設定 
し 、@S や キー を 押し ます 。 (初期 設定 は 5s で す 。) 


ディ スプ レイ が スキ ャ ン メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ や キー を 
押し ます 。 (また は 、@ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 表示 し た 状態 で 
ー を 押し ます 。) 


SKIP 
9 メモ  @ キ ー で スキ ャ ン メニ ュー か ら 抜け る と 、 変 更 し た 設定 内 容 は 解除 され ます 。 
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ーー 


5 ググ ググ 
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3.1.18 プラ イオ リティ 機能 

ら つ の 周波 数 を 交互 に 受信 し 、 待 ち 受け を 効率 良く する 擬 能 で す 。 

現在 受信 中 の チャ ン ネ ル を 一 定時 間 受 人 寺 する ご と に 、 プ ライ オリ ティ ー チ ャ ン ネ 
ル を 瞬間 的 に 受信 し 、 受 信 状 態 を チェ ッ ク で きま す 。 プ ライ オリ ティ の 名 種 設定 
に つい て は 、『3.1.19 ブラ イオ リティ 動作 条件 の 設定 」(P.46)、『3.1.20 プ 
ライ オリ ティ チャ ン ネ ル の 設定 』 5 「3.1. 21 プラ イオ リティ イン ダー バ 
ル の 設定 】(P.48) を お 読み くだ さ 


COO を DUN に する 
6 ⑥ キー を し 、 デ ィ ス プレ イ 写 rno 


に 回 を 表示 し た 状態 で C で 5 っ キー | *NFM 


1 FN 4 還 A 。 145.3409 
を 押し ます 。 ディスプレイ 上 部 に b 89.B098 


プラ イオ リティ 機能 が ON で ある 
こと を 示す PHI が 表示 され ます 。 
(初期 設定 は DFF で す 。) 


* プラ イオ リティ を OFF に する 
⑤⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 【[ 同 を 表示 し た 状態 で C&D キ ー を 夢 し ます 。 ディ 
スプ レイ 上 部 の PRI が 消え 、 プ ライ オリ ティ 機能 が OFF に な っ た こと を 示し ます 。 


/$、 メモ プラ イオ リティ が 設定 され て いる と き は 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ モ ー ド は 動作 
し ませ ん 。 


3.1.19 ブラ イオ リティ 動作 条件 の 設 
プラ イオ リティ 後 能動 作 中 、 プ ライ オリ ティ 側 の チャ ン ネ ル で 信号 を 受信 し た と 
き の DJ-X2000 の 動作 を 設定 し ます 。 


7 PRIO メ ニュ ー を 呂 び 出 し ます 。 
⑤⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 室 


に 回 を 表示 し た 状態 で ( 起 ゆ キ ー * 3 
3 
を 押し ます 。 +PRI MODE 


メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 


| せ @ や キー を 押し ます 。 


ヤル また は UP/D0UWN キ ー で 、 矢 印 を +PRID に 合わ 


PKB ドニ ト Bb ト b ヘ トニ ン レッ レニー ニー スーb ウ トニ ヨシ p ニ シ ニ ニ o。= 〇 つつ プク グ ググ 


の RIMODE 画 面 を 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 EH を +PRI MODE 
に 合わ せ N ゅ キー を 押し ます 。 


づ フラ イオ リティ 重任 を 居所 し まず 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 生 印 を 設定 し た い 項 目 に 合わ せ 、 @ ゅ キー 
を 抱 し ます 。 各 需 目 の 動作 は 次 の と お り で す 。( 科 設定 は STOP で す ) 


BUSY プラ イオ リティ 側 で 信号 を 受信 する と 、 そ の 信号 が 消え る ま 
@5 フイ オリ ティ 側 の 周波 数 を 受信 し 続け ます 。 

STOP プラ イオ リティ 側 で 信号 を 受信 する と 、 そ の 信号 が 消え て も 
プラ イオ リティ 側 の 周波 数 を 受信 し 続け ます 。 

TIMER プラ イオ リティ 側 で 信号 を 受信 する と 一 定時 間 そ の 信号 を 受 


信 し ます 。 時 間 の 設定 に つい て に 、「『3.1. ら 1 プラ イオ リティ 
イン ター バル の 設定 」(P.48) を お 読み くだ さい 。 


ディ スプ レイ が PRHIO メ ニュ ー に 戻る の で 、 ダ イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 
矢田 を END に 合わ せ や キー を 雷 し ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 井 し 、 デ ィ ス プ 
レイ に 回 を 表示 し た 状態 で , 話 、 キ ー を 押し ます 。) 


/④、 メモ  @ 人 キー で PRIO メ ニュ ー か ら 抜け る と 、 変更 た 設定 内 容 は 際 され ます .。 


3.1.80 プラ イオ リティ チャ ン ネ ル の 設定 
プラ イオ リティ チャ ン ネ ル の 議 朗 定 を し ます 、 この 設定 を 有効 に する に は 、 プ ライ 
オリ ティ 機能 を ON に する 必要 が あり ます 。 


7 PHiO メ ニュ ー を 呼び 出し ます . 

キー を 押し 、 デ ィ ス プレイ 
に 還 を 表示 し た 状態 で 著 ら キー | 計 PRIO 

を 押し ます 。 PHI MODE 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 

ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +PHI ロ に 合わ 
|  @ ゅ キー を 押し ます 。 


グ PRIO FREH メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 EJ を +PRIO FREQ 
に 合わ せ 5 ゃ キー を 押し ます 。 。 PHI FREQ 


EER 


⑦ 。 HriMEMORY 画 面 を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +MEMORY 
に 合わ せ s ゃ キー を 押し ます 。 


写 VFG 


放 PRI MEMORY | 
80.9090 | 


グイ チェン ネル を 設定 し ます 。 

設定 し た い メ モリ ー バ ンク と チャ ン ネ ル を 選択 し 、 や キー を 元 し ます 。 
メモ リー バン ク は で 〇 う キ ー で AE、 ダ イヤ ル ま た 

は テン キー で バン ク No. を 選択 で を ます 。UP/DOUWN キ ー を 押す と カー ソル が 
移動 し 、 ダ イヤ ル ま た は テン キー で チャ ン ネ ル No を 送 択 で きま す 。 


ディ スプ レイ が PRI FREQ メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ や キー 
を 押し ます 。( ま た は 、⑥ キー を 池 し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 表示 し た 状態 
で や ゅ キー を 宇 し ます 。) 


AN メモ 現在 受信 中 の 天 波 数 を プラ イオ リティ チャ ン ネ ル に 設定 する | に は 、 手 順 ど 
で Now FREQ に 矢印 を 信 わ せ 、 GND キー を 理 し ます 。( 初 中 設定 は Now 
FREQ で す 。) 
また 、NOW Pri に 矢印 を 会 わせ 、ei や キー を 押す と 、 現在 プラ イオ リ テ 
イ に 設定 され て いる 周波 数 を 表示 し ます 
・ る 5) キー で PRI FREQ メ ニュ ー か ら 抜 ける と 、 変 更 し た 役 定 内 容 は 規 除 


され ます 。 


3.1.2G1 プラ イオ リティ イン ター バル の 設 
ブラ イオ リティ 動作 を お こ な う 問 隔 を 設定 し ます 。 


プ Rip メニ ュー を 呼び 出し ます 。 

@ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に [回 を 表示 し た 状態 で 起 ゅ キー 
を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +PRIO に 合わ 
のせ @ ゆ キー を 押し ます 。 


+PHI MGCDE 


グ PR Timar 画 庫 を 呼び 出し ます 。 


ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +PHI Timer [ 言 
&PRI Timer 


VFO 


に 合わ せ 谷 ゃ キー を 押し ます 。 
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プラ イオ リティ イン ター バル を 設定 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 1 秒 単 位 で 1 一 12 秒 の 範 刀 で 設定 し 、@ ゅ 
キー を 押し ます 。 (初期 設定 は 5s で す 。) 


ディ スプ レイ が PHIO メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ や キー を 押し 
ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 理 し 、 ディ スプ レイ に ト 同 を 表示 し た 状態 で 仙 ゅ キー 
を 押し ます 。) 


/ ぐ テモ @ ゆ キー で PHIO メ ニュ ー か ら 抜 ける と 、 変 更 し た 設定 内 容 は 角 除 され ます 。 


3.1.2 ら 8 サー チ 再 開 落 件 の 設定 

サー チ 機 能 (チャ ン ネ ルス コー プ ) 動作 時 は 、 一 定時 間 間 司 で サー チ を お こ な う 
た め 、 サ ー チ し て いる 間 は 音 が 途切れ ます 。 

ー チ 再開 条件 を 設定 する こと に より 、 チ ャ ン ネ ルス コー ブ が 実行 され る 間隔 を 


ネル スコ ー プ (CH SCOPE) メニ ュー を 呼び 出し ます 。 
⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に [ 同 を 表示 し た 状態 で 店 ゅ キー 
を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ 
イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +CONFIG に 
合わ せ や ゃ キー を 押し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を + チ ャ ン ネ 
ルス コー プ ブ (+CH SCOPE) に 合わ せ や キー を 押し 
ます 。 


チャ 


4 


+MODE 


Mn 画面 を 呼び 出し ます 。 
矢印 を +MODE に 合わ せ 人 N ゃ キー を 押し ます 。 


※ キ や > ョ らら やや キ ふ b ふ kb⑱bhbhv):z ※5&《W5《$ws ノル ルク 
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>  、 。 。 。 、 222 グル 
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づ リー チ 和 再開 条 件 を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 町 を 設定 し た いい 項 


リコ <] 


トー 
ミ 
YOL 
テ 


に 下 、。 う 箇 MODE 
目 に 合わ せ @ ぃ や ゅ キー を 押し ます 。 各 項目 の 動作 は 次 の と 上 
お り で す 。 (初期 設定 は INTEHVAL で す 。) CQONTINUE 


SINGLE て で う キー を 押す と 一 度 だ け 
サー チ を 実行 し ます 。 一 度 サー チ 機能 を 舟 除 し て 再 


SRCH 


度 〇 キー を 押す まで 、 次 の サー チ は 実行 され ませ ん 。 


INTERVAL 約 10 秒 に 一 度 サ ー チ を 実行 し 、 グ ラフ を 更新 し ます 。 
サー チ 中 は 童 が 出 ませ ん 。 
CONTINUE サー チ を 連続 的 に 実行 し 、 グ ラフ も 史 時 更新 され ま 


す 。 サ ゼー デ 中 は 音 が 出 ま せん 。 


ディ スプ レイ が チャ ン ネ ルス コー プ メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ 
せ @ ゆ キー を 担 し ます 。( ま た に 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に [ 国 を 表示 し 
た 状態 で > キー を 押し ます 。) 


/ ぐ 、 メモ @: め キー で チャ ン ネ ルス コー プ メ ニュ ー か ら 抜け る と 、 変 更 し た 設定 内 容 は 
解除 ご され ぶす 。 


3.1.g3 有明 間 同調 機能 
電波 周波 数 を 調べ 、 そ の 周波 数 に DJ-X2000 を 自動 的 に セッ ト す る た め 、 末 知 
の 電 汽 も 也 時 に 同調 受信 で きま す 。 


* 骨 間 同調 機能 の 設定 
瞬間 同調 欄 能 に は フラ ッシュ チュ ー ン と F. カ ウン ター の ら つ の モー ド が あり ます 。 


7 TUNE 男 面 を 呼び 出し ます 。 

キー を 当 し 、 デ ィ ス プレ イ 
に [ 同 を 表示 し た 状態 で 計 ゅ キー 
を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ 
イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +SPECIAL に 
合わ せ < ゅ キー を 押し ます 。 
SPECIAL メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +F TUNE 
(+FLASH TUNE) に 合わ せ ,g ゅ キー を 押し ます 。 


mw ふら や キキ bb#※bbk※w ツク 


の 前 病 調 機能 を 設定 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 設定 し た い 項 目 に 合わ せ 褒め ゅ キー を 
押し ます 。 (初期 設定 は F TUNE で す 。) 
FTUNE (FLABH TUNE) 瞬時 に 土 波 周波 数 を 調べ 、 そ の 周波 数 
に DJ-X ら 000 を 当 動 的 に セッ ト し ます 。 
露 波 周波 数 を 調べ 、 そ の 周波 数 を リア 
ル タ イ ム で 表示 し ます 。 (周波 数 分 解 能 
は 100Hz で す 。) 


F. カ ウン ター(F.COUNTER) 


* 閑 問 同調 機能 の 動作 

ー @⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 回 を 表示 し た 状態 
で ご うっ キー を 押す と 、 カ ウン ター 還 調 機能 の 動作 を 開始 
し ます 。 


@ め キー を 押す と 、 時 間 同調 機能 を 解除 し ます 。 


/$ メモ * 据 間 同 庄 機 能 お よび カウ ンタ ダー 携 態 の 動作 周波 数 は 約 SGOMHz 一 

1300MHz で す 。 給 一 GOdB 以 上 の 入力 で 動作 し ます が . 目的 の 唱 流 よ 
- り 強い 電波 志 た は ノイ ズ が ある 電信 な ど 、 活 波数 条件 に より 動 人 寿し な い 
こと が あり ます 。 - 

* デジ タル 無線 な どの 0.】 秒 以 下 の 断 続 露 流 に に 対応 し て いま せん 。 

* 1KHz 以 上 変化 し て いる 電波 で は 、 夢 間 居 届 機 能 は 動作 し ませ ん 。 

* BMBS ま た は MR モー ド で スキ ャ ン 中 に 瞬間 同調 機能 を 設定 する と 、 ス キ 
ャ ン は 既 除 され ます 。 
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9.1.24 秘話 解読 機能 
秘話 反転 され た 昔 声 を 解読 する 機能 で す 。 


@ メモ 艇 話 般 読 で きる 電波 型 丈 は NFMI の み で す 。 
げ 了 。 レラ カ イ ドク (SET SCRAMBLE) 画 面 を 呼び 出し 、 秒 話 解 読 機能 を ON に し ま 


⑤@ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に ト 同 を 表示 し た 状態 で 導 う キー 
を 尊し ます 。 

ヒ ワ カイ ドク (SET SCRAMBLE) 
画面 が 表示 され る の で 、UP/ ロ OWN キー で 、 矢 を ON 
に 合わ せま す 。 


2 キャ リア を 調整 し ます 。 

矢印 を ON に 合わ せ た 状態 で 、 ダ イヤ ル で キャ リア を 講 整 し な が ら 、 言 声 が 認 勤 
で きる 状態 に 合わ せま す 。 キ ャ リア は 、0 一 125 の 範 屋 で 道 減 で きま す 。( 初 期 
設定 は 40 で す 。) 

矢印 を ON に 合わ せ た 状 態 で や キー を 押す と 、 秘 話 解 読 機 能 を 動作 し た 状態 で 
通常 表示 に な り ま す 。 


* 秘話 解読 林 能 の 解 了 


キー を 押す と 、 科 話 評 読 歓 能 を 解除 し ます 。 


* CTCSS デ コー ド 和 機能 、A/B ス ケル チ と の 優先 順位 
秘話 衣 読 機能 は 、CTCSS デ コー ド 携 能 、A/B ス ケル チ と 同時 に 使用 で きま せん 。 
* 秘話 解読 擁 能動 作 時 に A プ B ス ケル チ を ON に する と 、AB ス ケル チ が 人 居 先 
と な り ま す 。 
* 秘 医 解読 手 能 また は AB ロス ケル チ 動 作 時 は 、CTCSS デ コー ド 機 能 は 使用 
で きま せん 。 
* CTCSS デ コー ド 機 能動 作 時 に 秘話 角 半 機 能 を ON に する と 、 そ の 間 CTCSS 
デコ ー ド 機能 は 解除 べ れ ます 。 


人 ペ メモ * 秘話 解読 動作 中 に @⑥ ゆ キー を 押し て 通常 表示 に し た 場合 、NFM 以 外 の 
導 波 型式 で は 秒 話 解読 機能 は 解除 され ます 。 
* 秘話 解読 機能 動作 放 で も 、 デ ィ ス プレ イ に VOL が 点滅 し て いる と き は 音 
量 の 調 束 が で きま す 。 


WWWIWIWIWIWIKWKWt み ふ へ げ へ べべ へ +_=… ヶ ルル 


3.1.2G5 CTCSS デ コー ド 機 能 
CTOCSS 信 号 を 受信 する 機能 で す 。3 波 の CTCSS 信 号 を 受信 で き 、 リ バー ス 受 
信 設 定 も で きま す 。 タ クシ ー 無 線 に も 対応 し て いま す 。 


/⑳) メモ CTCSS 信 号 を 受信 で きる 吉 波 型式 は NFM の み で す 。 


* CTCSS 信 号 受信 の 設定 
CTCSS 信 号 の 受信 周 流 数 、 お よび 受信 の ON/OFF を 設定 し ます 。 


7 TCSS MANUAL 画 面 を 呼び 出し ます 。 

ピ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 「 写 2 
に 還 を 表示 し た 状態 で う キ ー | &CTCSS MANUAL 
を 押し ます 。 し ON 88.6Hz 
CTCSS SET メ ニュ ー が 表示 され 
る の で 、 ダ イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 
MANUAL に 合わ せ 、@G や キー を 押し ます 。 


の 


 。cTc88 信 号 の 受信 周波 数 を 設定 し ます 。 
UP/DOWN キ ー で 矢印 を ON に 合わ せ 、 ダ イヤ ル で CTCSS 信 号 の 受信 周波 数 を 
設定 し ます 。 

設定 で きる 周 汽 数 の 範囲 は 、67Hz--654Hz で す 。( 初 設 定 は 88.5Hz で す 。) 
CTCSS 信 号 を 受信 し な いと ぎ は OFF に 合わ せま す 。 

あめ キー を 押し て 設定 を 完了 し ます 。 


* 秘話 解読 機能 、A/B ス ケル チ と の 優先 順位 
CTCSS デ コー ド 機 能 は 、 秘 話 解読 機能 、A/B ス ケル チ と 同時 に 使用 で きま せん 。 
* 秘話 解読 機能 また は AB スケ ル チ 動 作 時 は 、CTCSS デ コー ド 機 能 は 使用 
で きま せん ,。 
* CTCSS デ コー ド 機 能動 作 時 に 秘話 解読 機能 また は AB スケ ル チ を ON に す 
る と 、 そ の 間 CTCSS デ コー ド 和 機能 は 解除 され ます 。 


人 ぷ メモ PMS、MR モ ー ド で は 、DIRECT WH を DON に 設定 し た 場合 に 設定 可能 に な 


り ま す 。 (初期 設定 は OFF で す 。) 詳細 は 、「3.3.3 1 設定 の 二 接 変更 
(P.63) を お 読み くだ さい 。 
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s CTCSS ス キャ ン | 
CTCSS 信 号 を スキ ャ ン し て CTCSS 信 号 を 検索 する 機能 で す 。 


7 CTCSS SET メ ニュ ー を 呼び 出し ます 


⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 「 夏 ) 
し に 還 を 表示 し た 状態 で 5 キー | CICSS SET 
を 埋 し ます ぅ +MANUAL 
『 8 " CTCSS SCAN/ 
1 CTCSS SET メ ニュ ー が 表示 さ 
1 れ ま す 、 


の スキ し ン を 開始 し ます 。 _- 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を CTCSS SCAN に 合わ せ 、 @ ゅ や キー 


を 押す と 、 ス キャ ン を 開始 し ぶす 。 
CTCSS が 一 致す る と 、 ス キャ ン を を 停止 し ます 。 


s CTCSS リ バー ス 
CTCS5S 動 作 を 逆転 させ る 北 能 で す 。ON に 設定 する と CTCSS 周 当 数 が 一 致し て 
いな いと ぎ に 受 信 し 、 一 致し た と き に 受信 し な く な り ま す 。 


7 CTCSS REVERSE 画 面 を 呼び 出し ます 。 
⑤ キ ー を 所 し 、 デ ィ ス プレ イ 


3 REVERSE 


に 国 を 表示 し た 状態 で で づ う キー 
を 担 し ます 。 Na 


CTCSS SET メ ニュ ー が 表示 さ 
れる の で 、 ダ イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 
REVERSE に 合わ せ 、@S や キー を 郊 し ます 。 


の 。cTcss リ バー ス の ON/OFF を 設定 し ます 。 
ダイ ヤル また は LUP/DOWN キ ー で 、 矢 凶 を ON また は OFF に 合わ せ 、(S ゅ キー 


を 拝 し ます 。 


/$ メモ 信号 が 弱い と き や ノ イズ が 多い と き な ど 、 動 作 し な いこ と が あり ます 。 
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3.1.86 A/B ス ケル チ 
空 寂 信 号 を 検知 し 、 ス ケル チ を 動作 させ る 機能 で す 。 


7 ん Sd SET 画 面 を 呼び 出し ます 。 
⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 写 5 
ア に ト 還 を 表示 し た 状態 で 奄 あ 5 キー | 計 AB SQSET 
を 押し ます 。 7 


メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 町 を +SPECIAL に 合 
ブラ わせ @ や キー を 押し ます 。 
SPECIAL メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +A/B SQ 
SET に 合わ せ 、 褒 ゅ キー を 押し ます 。 


ん スケ ル チ の ON/OFF を 設定 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を ON また は OFF に 合わ せ 、, ゅ ギー 
を 押し ます 。 (初期 設 定 は DFF で す 。) 
ON 空 線 信号 に 使わ れる 2300Hz の 変調 信号 が ある と 、 ス ケル チ 
が 動作 し 音声 が ミュ ー ト され ます 。 ら 300Hz の 変調 信号 が な 
く な る と 、 ス ケル チ が 解除 され ます 。 
OFF  。 A/B ス ケル チ は 動作 し ませ ん 。 


* 秘話 解読 機能 、CTCSS デ コー ド 和 機能 と の 優先 順位 
A/B ス ケル チ は 、 秘 話 解 説 機能 、CTCSS デ コー ド 機 能 と 同時 に 使用 で きま せん 。 
* 秘話 角 読 機能 動作 時 に AZB ス ケル チ を ON に する と 、AB ス ケル チ が 優先 
と な り ま す 。 
* 秘話 朋 読 機 能 ま た は AB スケ ル チ 和 勤 作 時 は 、CTCSS デ コー ド 機 能 は 便 川 
で きま せん 。 
*CTCSS デ コー ド 機 能動 作 時 に A デ B ス ケル チ を ON に する と 、 そ の 間 
CTCSS デ コー ド 機 能 は 解除 ぐれ ます 。 


* 重 波 また は 変 敵 信 号 が 弱い こき や ノイ ズ が 多い と き な ど 、 動 作 し な いこ と 
が あり ます 。 
* 2d00Hz 以 外 の 空 線 信 号 に は 対応 し て いま せん 。 


/⑯、 テモ 
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3.1.27 盗聴 発見 機能 

ワイ ヤレ スマ イク な ど 電 流 を 使っ た 交 脱 機 や その 設置 場所 を 探 和 する 機能 で す 。 
湊 臣 が ある と 思わ れる 周波 数 を 、VFO、PMS モ ー ド 、 ま た は あら か じ め メ モリ 
ー チ ャ ン ネ ル 、 オ ー ト メモ リー チャ ン ネ ル で 登録 し て お き 、 そ の 周波 数 を スキ ャ 
ン し 、 検 出し ます , また 、 バ ンク リン ク や 、 チ ャ ン ネ ルス キッ プ の 設定 も 有効 と 
な り ま す 。 


* DJ-XG000 が 盗聴 機 か ら 遠 で か っ て いる と き 


) PPP 
154.9989 


* ディ スプ レイ の 右 下 に 表示 され る 画 の 数 で 、 盗 革 半 ま 
で の 距離 を 確認 で きま す 。 1 個 で 約 Im、5 血 で 5m 以 


プ 六 馬 発見 機能 を ON に し ます 。 人 
こら ここ で ど 補 示し 9。 


キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 


NO2。es ー 
の に は に [ 同 を 表示 し た 状 前 で @ や キー 
を 押し ます 。 
盗 科 発 見 機能 の 動作 を 開始 し ま /@、 メモ 指定 し た 範 面 の スキ ャ ン を 終了 し て も 、 痢 取 が 見 つか ら な い 場 合 は 、、 ミ ツ カ 
す 。 リマ セン (NO FOUND) と 表示 され ます 。 


写 あ * 4A。。 スキ ャ ン 動 作 は 、 運 用 中 の 王 本 モー ド に より 異な り ま す 。 

* 可 営 盗 肛 機 の 斉 声 モニ ター 有効 阜 革 は 1 5m 答 度 で す 。 

* 次 奉 発見 機能 の 動作 は 深 聴 泌 の 電波 の 強 さ 、 マ イク 感度 に 大 きく 影響 さ 
れ 、 ま た 周 還 の 環境 に より (エコ ー が 多い 所 な ど ) 誤動作 また は 使用 で 


VF ロ モー ド 時 環 在 受信 中 の 周波 数 か ら 、 認 い 周 渡 致 の 方 向 に スキ 
ン 


ャ ン を 開始 し ます 。 ダ イヤ ル ま た は UP/DOWIN キ ー きき な いこ と が あり ます 。 

で 、 ス キャ ン 方 向 を 変更 し ます 。 * 盗 睡 機知 中 に DJ-X2G000 を 婦 に 勤 か ひ す と 、 ド プラ ー 効 果 , こ より 吾 動 作 
MR モー ド 時 指定 され た バン ク の み ス キャ ン し ます 。 バ ンク リン し ます 。 

ジグ 6 ャ ン ネ ルス キッ プ の 設定 や 有効 と な り ま * スピ ー カ ー の 向き と 盗 陣 機 の 位置 の 関係 で 、 正 常に 動作 し な いこ と が あ 


す 。 ぐふ キー を 押す と スキ ャ ン を 開始 し ます 。 
PMS モー ド 時 指定 され た スキ ャ ンプ ログ ラム 範囲 内 の み ス キャ ン 
し ます 。 


り ま す 。 
* 2300Hz の 変調 が ある 悪 波 受信 時 は 、 正 常に 動作 し ま ビ ん 。 


グフ 放 馬 の 有無 を 調べ ます 。 
その 状態 で 、 音量 と 本 体 の 向き を 調整 し ます 。 盗 有機 が 
ある と 判断 する と 、 デ ィ ス プレ イ が 区 の よう に 変わ り ます 。 


(ーー ) 年 
1 154.9999 


A 


づ DJX2000 を ゆっ くり 動か し な が ら 次 聴 拉 に 近づけ 、 設置 場所 を 探し ます 
ディ スプ レイ の 変化 で 、 次 具 比 の 場所 や 次 用 機 まで の 離 を 確認 で きま す 。 


* DJX2000 が 資 明 機 に 近づい て いる と き ぎ き ト 生 の 放し し し 


A1 154.0999 
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3.1.28 録音 機能 
受信 埋 、 マ イク か ら の 斉 を IC に 録音 する 機能 で す 。 最 大 16D 秒 まで 録音 で き 、 
何 度 で も 旨 り 返し 録音 、 再 生 、 消 去 で きま す 。 


* ソー スズ の 設定 
受信 音 を 録音 せる が か 、 マ イク か ら の 音 を 録 す る が を 設定 し ます 。 


REG 画面 を 呼び 出し ます 。 

キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に [ 周 を 表示 し た 状態 で 店 キー 
を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +SPECIAL に 合 
| わせ @ ゆ キー を 押し ます 。 

SPECIAL メ ニュ ユー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +HEC に 
合わ せ @ ゅ キー を 坦 し ます 。 


ググ 放 傾 言 ま た は マイ ク を 選択 し ます 。 
ダイ ヤ ゼル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢印 を 設定 し た い 頂 目 に 合わ せ .e ゅ キー を 
し ます 。( 初 基 設 定 は MIC で す .。) 

RX AE 受信 童 を 銀 音 し ます 。 

MIC マイ ク か ら の 音 を 録 昔 し ます 。 


ディ スプ レイ が SPECIAL メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ ⑤ キ ー を 
押し ます 。( 示 た は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス ブレ イ に 回 を 表示 し た 状態 で や 
キー を 押し ます 。) 


* 録音 方 法 


久間 画 面 を 呼び 出し ます 。 “ 

SN x ②@ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
NESSSS に 回 を 表示 し た 状態 で き ゝ キー 
を 押し ます 。 ーー 
録音 画 因 が 表示 され ます 。 


3 サイ セイ 
9 ヶ 2 


名 衝 を 隊 昭 し ます 。 
〇 う キ ー を 押す と 録音 を 開始 し 、 経 過 時 間 が ディ スプ レ 
イ に 表示 され ます 。 最大 160 秒 まで の 録音 が 可能 で す 。 ぁ 


2 クオ ツチ ュ ウ 


TIWWWWWWIWIWIWItI5I5 へ 5 へ 5 や へ や へ や へ や へ や へ や べ へ べ へ べ へ ニル グ 


づ 停止 また は ポー ズ し ます 。 

て 2 つう キ ー を 押す と 、 録 音 を 停 目 し ます 。 

ごう キー を 押す と 、 録 埋 を ポー ズ (一 時 停止 ) し ます , 度 < で う キー を 押す と 、 
録 昔 を 号 開 し ます 。 

また 、 録 善 時 間 が 160 秒 に 達する と 、 デ ィ ス プレ イ に オ ワ リ (END) と 租 示 さ 
れ 目 動 的 に 録音 を 停止 し ます 。 


4 録音 モー ド を 終了 し ます 。 


@ ぅ キー を 押し ます 。 


/% メモ e 康 斉 で きる 土 は ] 件 の み で す 。 
* 録 埋 動作 は 、 他 の 機 台 は 使用 で きま せん .. 
* 録 井 モード で も 斉 量 は 調整 で きま す 。 
e 録 革 で きる 選 数 は 、 約 1 万 回 で す 、 
* RX AF の 康 寺 は スケ ル チ が 開い た 時 点 か が ら 届 始 し ます 。 


・ 再 生 方 法 
人 画 人 を 呼び 出し ます 、 

② キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に 同 を 表示 し た 状態 で GS キー 
を 沖 し ます 。 
録音 画 が 表示 され ます 。 


2 再生 を 開始 し ます 。 
づり キー を 押す と 再生 を 紅 始 し 、 経 過 臣 間 が ディ スプ レ 
イ に 表示 され ます 。 


づ 停止 また は ポー ズ し ます 。 

て 2 つう キ ー を 押す と 、 再 生 を 停止 し ます 。 
で ご う キ ー を 押す と 、 再生 を ポー ズ (一 時 便 止 ) し ます 。 再度 < つう キ を 押す と 、 
再生 を 詩 開 し ます 。 

また 、 録 音 内 容 を 全て 再生 する と 、 デ ィ ス プレ イ に オ ワ リ (END) と 衰 示さ れ 
自動 的 に 再生 を 停止 し ます 。 


4 録音 モー ド を 終了 し ます 。 


@$ め キー を 押し ます 。 


/⑳ メモ * 再生 中 は 、 他 の 機能 は 使用 で きま せん 。 
e 訓 吉 デー タ の 保存 に は 電池 バッ クア ッ プ は 必要 あり ませ ん 。 
* ALL リ セッ ト を する と 、 直 音 デー ダ は 潜 去 で され ます 。 59 


や ノノ ググ ノ 


* 消去 方 法 


針 画面 を 呼び 出し ます 。 
N @⑤@ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 

に [ 同 を 表示 し た 状態 で G う キー 

を 押し ます 。 

録音 回 面 が 表示 され ます 。 


宛 


の 名 千 内 天 を 消し ます 。 
で ⑯ う キー を 押す と 録音 内 容 が 消去 され ます 。 


づ 録音 モー ド を 衝 了 し ます 。 

キー を 押し ます 。 

3.1.g9 集 音 機能 

マイ ク か ら の 音 を 増 悟 し て イヤ フォ ン ま た は 外部 スピ ー カ ー で 聞く こと が で きま す 。 


< 集 音 機能 の 動作 
本村 上面 の SP 端 子 に 、 イ ヤ フ ォ ン また は 外部 スピ ー カ ー を 接続 し ます 。 


の 全便 作 を 開始 し ます 。 
で 。eee ⑥⑤⑥ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 


に 国 を 表示 し た 状態 で ③ う キー 
を 押し ます 。 
集 昔 機能 が 動作 し ます 。 


* 集 斉 機能 の 解除 
SKIP 


ぐさ $ キー を 押し ます 。 


/N メモ * イ ヤ フ ォ ン また は 外部 スピ ー カ ー を 控 続 し な いと 、 舞 計 能 は 動作 し ま 
せん 。 接続 せ ず に 動作 させ よう と する と 、 ピ ビープ 斉 が 鳴り 、 イ ヤ フ ォ ン 
サシ テク ダサ イ (INSEHT EARPHONE) と 表示 され ます 。 

* 宗 音 機能 動作 は 、 電 源 ス イッ チ 、VOL キ ー、 @u ゅ キー の み 有 効 で す 。 
・ ハウ リン グ が ある 場合 、 音 量 を 小さ くす る か 、 イ ヤ フ ォ ン ま た は 外部 ス 
ピー カー を マイ ク か ら 攻 し て くだ さい 。 
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3.1.30 トラ ン シ ー バ ー 機 能 

DJXG000 を トラ ン シ ー バ ー と し て 使用 で きる 機能 で す 。 本 体 左 側 の ぐ ⑮ キー 
が PTT (Press to Talk) キー と な り ま す 。 

* トラ ン シ ー バ ー モ ー ド へ の 移行 

7 トランシーバ (TRANCEIVER) 画面 を 区 び 出し ます 。 


⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ Yo 
に 還 を 表示 し た 状態 で 才 ゅ キ | 率 ト ラッ ー ル 


ー を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ 
イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +SPECIAL に 
合わ せ @ ゅ キー を 押し ます 。 

SPECIAL メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を + トラ ン シ 
ー バ (は TRANCEIVER) に 合わ せ や キー を 押し ます 。 


グ PTT (SRCH) キー の 動作 を 設定 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +PTT モ ー ド 
(+PTT MODE) に 合わ せ 、 ゃ キー を 押し ます 。 
PTT モ ー ド 画面 が 表示 され る の で 、 矢 印 を DFF ま た は 
ODN に 合わ せ 、e や キー を 押し ます 。 

OFF PTT (SRCH) キー を 押し て いる 菩 、 送 信 に な り ま す 。 

ON PTT (SRCH) キー を 拝 す 毎 に 、 送 信 、 受 信 を 切り 替え ます 。 


ディ スプ レイ が トラ ン シ ー バ (THANCEIVEH) メニ ュー に 戻り ます 。 


づ トランシーバ ー 機 能 を 動作 し ます 。 

ダイ ヤル また は UP/DODWN キ ー で 、 矢 EI を +TR モ ー ド (+TR MODE) に 合わ 
せ @ ゅ キー を 押し ます 。 

トラ ン シ ー バ ー 機能 が 動作 し ます 。 
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PP /////// 


* 送信 と 受信 


7 ※ 信 周波 数 を 設定 し ます 。 
周波 数 は 、 ダ イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー で 設定 で き を ます 。 た だ し 、 次 の よう 


の 制限 が ありま す 。 
電波 型式 NFM の み 
周波 数 250.0dOMHz- ら 59.975MHz 


周波 数 ステ ッ プ 25kHz に 固定 


@⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 同 を 表示 し た 状態 で は 、 ダ イヤ ル ま た は 
UP/DOWN キ ー で 、 ら 50kHz 単 位 で 周波 数 を 増減 で きま す 。 


の 洛 し ます 。 


SRCH 


トラ ン シ ー バ ー モ ー ド で は 、 本 体 左側 の 〇 キー が PTT 
キー の 役割 を し ます 。 

PTT キ ー が ON の 状態 で マイ ク に 向かっ て 話す と 、 現 在 
受信 中 の 周波 数 に 対し て 送信 で きま す 。 

PTT キ ー は 設定 に より 、 動 作 方 法 (ON/OFF) を 選択 す 
る こと が で きま す 。 


/$ メモ * 残 詳 送信 の た め . アマ チュ ア 無 線 な どの 免許 は 必要 あり ませ ん :。 
e 油 弱 送信 の た め 、BNC コ ネクター の アン テ ナ に は 、 微 弱 送 信 の アン テ ナ 
は 接続 され て いま せん 。 
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キョ や や や > や > ふ > ふ キ ふ や ホ や キ や キ ゆ ふ | ぱ v ぱ べ ん WW ペン ルル クノ 


3.1.31 設定 の 直接 変更 

MR モー ド 、PMS モ ー ド で 、 電 波 型 式 、 周 波数 ステ ッ プ 、 ア ッ テ ネ ー タ ー、 
CTCSS デ コー ド 和 機 能 の 設定 の 直接 変更 を 許可 禁止 する 機能 で す 。 

ON に 肌 定 する と 、 そ の と さき 表示 し て いる MR モー ド 、PMS ニ ー ド で 、 電流 
局 波 数 ス テッ プ 、 アッテネーター、OTCSS デ コー ド 撮 能 の 設定 を 直 援 変更 で き 
まま 


7 DIRECT WP 画 面 を 呼び 出し ます 。 

⑩ 生 ーー を 押 も ディ スネ ブレ イ 

に 回 を 表示 し た 状態 で < ぁ キー | ま ninEcr W 
を 押し ます 。 > ON 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 0FF 

ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 

矢印 を +CONFIG に 合わ せ や キー を 押し ます 。 
CONFIG メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +DIRECT 
WR に 合わ せ ( 褒 ゅ キー を 押し ます 。 


PMS 


2 DIRECT WRITE の QN/UFF を 設定 し ます 。 

ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を ON また は OFF に 合わ せ や キー を 

担 し ます 。( 初 期 設 定 は DFF で す 。) 

ディ スプ レイ が CONFIG 画 面 に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ ⑥ や キー を 押し 
す 。( ま た は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に ( 国 を 表示 し た 状態 で 人 Y ゅ キー 

を 軍 し ます 。) 


ぷ メモ @$ キ ー ー で CONFIG メ ニュ ー か ら 抜 ける と 、 変 更 し た 設定 内 容 は 解除 され 
ます 。 
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3.5 VFO モ ー ド の 機能 


VFO モ ー ド の 各 機 能 に つい て 説明 し て いま す 。 


3.g.1 VFO リ ンク 機能 
受信 中 の VFO の 周波 数 の 変化 に 連動 し て 、 も う ひ と つの VFO の 周波 数 も 変化 す 
る 能 で す 。 


7 LINk sET 画 面 を 呼び 出し ます 。 


VFO 


L VFO の バン ド A、B の 周 波数 を 設 | 
枝 に [ 定 し ます 。 %. LINK SET 
@ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プ ブレイ 1” 08ER HK 
に 還 を 表示 し た 状態 で き $ キー 
を 押し ます 。 


イグ  VFO リ ンク 機能 の 種類 を 設定 を し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 矢印 を 設定 し た い 項 引 に 合わ せ 、 ゅ キー を 
押し ます 。( 芝 期 設定 は LINK OFF で す 。) 


AUTO LINK A、 ロ バン ド の 周波 数 が 、 オ ー ト リン ク 設 定 に よっ て 
あら か じ め 設 定 さ れ た 間隔 で リン ク し 、 変 化し ます 。 
LSER LINK A、B 両 方 の バン ド が 大 文字 で 表示 され 、VFO リ ン 
ク 機 能 が 動作 し ます 。 ディ スプ レイ 上 段 の 周波 数 を 
変え る と 、 下 段 の 周波 数 も 連動 し て 変化 し ます 。 
LINK OFF VFO リ ンク 機能 を 朋 除 し ます 。 


⑳ メモ 上 段 の 周波 数 を 変え る こと に よっ て 、 下 段 の 周波 数 が 2 1 49.99995OMFHz 
(DJ-X ら 000 の 受信 周波 数 の 上 限 ) を 超え る こと が あり ます 。 と この 場 
合 、 で っ キー を 押す と A、B の バン ド が 切り 共 わ り ま す 。 上 設 に 表示 され て 
いた バン ド は 、 周 波数 を 保持 し た 状態 で 下 設 に 移り ます 。 下 髪 
(2149.9399MHz を 超え て いた ほう ) に 喪 示 され て いた バン ド は 、 上 段 と 
下段 の 周波 数 の 差 を 保持 し た 状態 で 、0.1MHz-2149.9999MHIz の 加 囲 
内 に 取り 込ま れ 、 上 股 に 移り ます 。VFO リ ンク は 解除 され ませ ん 。 


3.8.8 AB スキ ャ ン 
VFO モ ー ド で 現在 表示 され て いる ら つ の 周波 数 癌 を スキ ャ ン し ます 。 こ れ を AB 
スキ ャ ン と 呼び ます 。 


* AB スキ ャ ン の 実行 


VFO の バン ド A、B の 周波 数 を 設 
定 し ます 。 


ーー 宇 Ae 145.3406 
人 NT ーー 
を 押し ます 。 

A、B の 間 で スキ ャ ン を 開始 し 、 デ ィ ス プレ イ の 両方 
バン ド に 矢印 が 表示 され ます 。 


向 を 変更 する に は 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、UP/DOWN キ ー を 押し ます 。 


* AB スキ ャ ン の 解除 3 
AB スキ ャ ン を 解除 する に は 《@c ゆ キー を 押し ます 。 


3.9.9 メモ リー か ら の 周波 数 コピ ビー 
メモ リー に 登録 され て いる 周波 数 を 呼び 出し て VFO モ ー ド で 使用 する こと が で き 
ます 。 


7 メモ リー の 周 肖 数 を 呼び 出し ます 。 


で ご つ キ ー を 押し 、MRH モ ー ド に し ます 。VFO モ ー ド で 使用 し た い チ ャ ン ネ ル を 
呼び 出し ます 。 


の 身 法 数 を VFO に コピ ー し ます 。 

。 @ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に に 還 を 表示 し た 状態 
で を キー を 揚 し ます 。 選 択 し た チャ ン ネ ル の 周波 数 
が 、VFO の 上 段 に 表示 され ます 。 


/// ル ング / 
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5 つろ つろ つや ググ ノノ WWwWwW や tb#b#k 了 ほ :  … ※※ ※ ソノ クノ 


3.2.4 PMS か ら の 周波 数 コピ ー 3.9 PMS モー ド の 機能 


こ 登録 さ \ る 周波 3 \ び ー ド で 使用 する こと が で きま す 。 。 回 EN 
PMS に 登録 され て いる 周波 数 を 呼び 出し て VFO モ ー ド で 使用 する こと が で きま す PMS モー ド の 各 機 能 に つい て 説明 し て いま す .。 


ガ > モリ ー の 過小 数 を 呼び 出 じ ま す 。 We 
人 キー を 押 し 、PMS モ ー ド に し ます 。VFO モ ー ド で 使用 し た い 周 波数 の バン UN 6 2 の 作 人 還 語 還 
グ No. を 呼び 出し ます 。 キャ ンプ ブロ グラ ム の 登録 方 法 に つい て 説明 し て い 寺 す 。 
7 Ms SET 画 面 を 呼び 出し ます 。 
⑤ キー を 担 し 、 デ ィ ス プレイ 「 写 
に 回 を 表示 し た 状態 で 高 ぁ キー | SetPMS BANK 
を 押し ます 。 1 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +PMS に 含 わ 
と ビ 、@ や キー を 押し ます 。 

PMS メニ ュー が 表示 され る の で 、 矢 思 を PMS SET に 
合わ せ 、.@ ぶ キー を 押し ます 。 


語 を vFO に コピ ー し ます 。 

se キー を 担 し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 表示 し た 状態 
で き -、 キー を 押し ます 。 選択 し た チャ ン ネ ル の 周波 数 
が 、VFO の 上 股 に 表示 され ます 。 


イス キャン ブ ログ ラム を 保存 する パンク を 設定 し ます 

スキ ャ ンプ ブロ グラ ム を 保存 する バン ク を ダイ ヤル また は テ 宮 es 
ン キ ー で 設定 し 、 em ゅ キー を 押し ます 。 (で ご う キ ー を 押す | 記 SetPMS BANK 
と 大 文字 の P と 小文字 の p が 切り 玲 わ り ま す 。) 


、 


プ スキャン を 開始 する 周波 数 を 設定 し ます 。 
スキ ャ ン を 開始 する 周波 数 を テン キー で 入力 し 、@ ゅ キ / 二 本 
ー を 百 し ます 。 記 5etPMS START | 


人 プス キャ ン を 終了 する 周波 数 を 設定 し ます 。 
スキ ャ ン を 終了 する 周波 数 を テン キー で 入力 し 、e@S や キ ( ぎ 


ー を 押し ます 。 SetPMS END 
p1 145.3460 
し 】 電 渋 型式 を 選択 し ます 。 ku 


ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 設定 し た い 電 | 呈 MODE WFM 
波 型式 に 合わ せ 、 人 KN ゅ キー を 押し ます 。 
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> や 5 や や ZZ ノノ 


の 周 設 数 ステ ッ プ を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を 設定 し た い 周 
波 到 ス テッ プ に 合わ せ 、 gi キー を 揚 し ます 。 


PMS 


に STEP 19MKHz 


AUTO STEP 
59Hz 


1 


/ フロ グラ ム に 名 前 を つけ ます 。 

ダイ ヤル を 回 し て 文字 を 選択 し 、DOWN キ ー で 決定 し ま 
す 。 UP キー を 押す と 決定 し た 文字 を キャ ン セ ル で きま す 。 
最大 B 文 字 ま で の 名 前 を つけ る こと が で きま す 。 


PMS 


上 


SetPMS NAME 
ABCDEFGHIJK 


の スキ エン フ ログ ラム を 保存 し ます 。 

名 前 の 入力 が 終わ っ た ら 、 GA やゆ キー を 押し ます 。 ディ スプ レイ が PMS メニ ュー 
に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ jp ゅ キー を 押し ます 、( ま た は 、⑤ キ ー を 近 
し 、 デ ィ ス プレ イ に [ ト 同 を 表示 し た 状態 で , 器 > キー を 押し ます 。 


メモ プロ グラ ム に 名 前 を 付け る と き 、(⑤) キー を 拝 し な が ら ダ イヤ ル を 回 す と 、 文 字 
を 1 1 文字 ずつ 移動 で きま す 。 


3.3.2 バス 機能 
ュ スキ ャ ン 時 に 信号 の 有無 に 関わ つら ず バ ス す る 周波 数 を 設定 する こと が で きま す 。 
ミ 人 可 プ ログ ラム バン ク に 、 パ バス する 周波 数 を 50 ま で 設定 で きま す 。 


* バス 周波 数 の 設定 PMS 

| キー を 押し て PMS モー ド に し ます 。 バ ス 周 波数 を 設 
定 し た い プ ログ ラム バン ク を 選択 し ます 。 ス キャ ン が 停 
止 し た と ころ で @ ゅ キー を 押す と 、 そ の 周波 数 が 次 回 か 
ら パ ス さ れ ま す 。 


ュー、 TI ーー ーー ニー ニー ニー ニー ニーーー ニ ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニコ ーーーーーー-: 


@ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に 人 国 を 表示 し た 状態 で る ⑤ キー 
を 押し ます 。PASS EDIT 画 面 が 
表示 され る の で 、 ダ イヤ ル ま た は 
UP/DUWN キ ー で 、 矢 印 を バス 設定 を 消去 し た い 周波 
数 に 合わ せ 、 る ゅ キー を 押し ます 。 選 択 し た 周波 数 が デ 
ィ ス プレ イ か ら 消 えま す 。 

ゃ キー を 所 す と PASS EDIT 画 面 を 終了 し ます 。 


PMS 


PASS EDIT 


85.1999 
153.6999 


且 
Wu 
1 
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や ョ > や > ふみ や よ や よ ふ よ キキ ) ゆ )※W)0)0)5te 上 べ 〕 フ っ S200. ノル 


3.3.3 プロ グラ ムリ ンク の 設定 
複数 の プログラム を リン ク し て 、 そ の 男 囲 の 周波 数 を スキ ャ ン す る 設定 で す 。 


7 Ps LIN 画面 を 呼び 出し ます 。 
| イン キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ / 密 空 

に 回 を 表示 し た 状態 で 起 ゅ キー | 誠 PMS BankLink 

を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 

ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +PMS に 合わ 

せ 、 et ゅ キー を 理 し ます 。 

PMS メニ ュー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +PMS LINK 

に 合わ せ 、 gm ゅ キー を 押し ます 。 


の フロ グラ ム バ ンク No. を 設定 し ます 。 

リン ク さ せ た い プロ グラ ム の No. を テン キー で 入力 し ます 。 ごう キー を 押す と 大 
文字 の P と 小文字 の p が 切り 奉 わ り ま す 。 全 て の プロ グラ ム を リン ク さ せ た い 坦 
合 は 、0~9 す べ て の No. を 入力 し ます 。 

No. の 入力 が 終わ っ た ら や キー を 押し ます 。 

ディ スプ レイ が PMS メニ ュー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ g ゅ キー を 押し 
ます 。( ま た は 、@ キ ー を 澤 し 、 デ ィ ス プレ イ に 同 を 表示 し た 状態 で , 器 。 キー 
を 押し ます 。) 


3.3.4 スキ ャ ンプ ログ ラム の コピ ビー 
ひと つの スキ ャ ンプ ログ ラム を 別 の プロ グラ ム に コピ ー す る こと が で きま す 。 


7 pMs EDiTx ニ ュー を 呼び 出し ます 。 

キー を 押し 、 デ ィ ス ブレ イ 「 起 

に [回 を 表示 し た 状態 で 臣 め キー 1m TMS EDIT 
を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +PMS に 合わ 
せ 、g や キー を 押し ます 。 

PMS メニ ュー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +PMS EHIT 
に 合わ せ 、@ ふ や キー を 押し ます 。 


グ coPY 画 言 を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤセ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢印 を +COPY に 合わ 


せ (gn や ゃ キー を 押し ます 。 
(@ い や Ei .9960 


人 移動 移 の ブログ ラム を 選択 し ます 。 

ダイ ヤル また は テン キー で 移動 先 プ ログ ラム の No. を 選択 
し 、 gi や キー を 押し ます 。 (で ごう キー を 押す と 大 文字 の P 
と 小文字 の p が 切り 百 わ り ます 。) 


づ パコ レ ヒー 元 の ブログ ラム を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で コピ ー 元 プロ グラ ム の No を 選 


択 し 、 @ や キー を 押し ます 。( ご つ キ ー を 押す と 大 文字 
の P と 小文字 の p が 切り 替わり ます 。) 


SKIE 


設定 を や り 画 す に は 人 キー を 押し ます 。 


ーー 2 ん > > WW WW5 5 5 5} ぅ }$}{5t ょ b ほぞ ソノ 
1 
| 
| 


グレー 先 の プロ グラ ム を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で コビー 先 プ ログ ラム の No. を 


択 し 、 や ゃ キー を 拝 し ます 。( ご う キ ー を 志す と 大 文字 
の P と 小文字 の p が 切り 替わり ます 。) 


ディ スプ レイ が PMS EDIT メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ @⑥ や キー 
を 押し ます 。( ま た は 、@ キー を 押し 、 デ ィ ス プレイ に 国 を 表示 し た 状態 
で @ や キー を 百 し ます 。) 


SKIP 


設定 を や り 直 す に は る キー を し ます 。 


TF 
ディ スプ レイ が PMS EDIT メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ 中 ゆ キ ー 


を 宛 し ます 。( ま た は 、⑦ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 表示 し た 状態 | 3.3.6 スキ ャ ンプ ログ ラム の 消去 
で や キー を 押し ます 。) 登録 し た スキ ャ ンプ ログ ラム の 消去 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 


7 BbMs EDiT メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 

⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に 国 を 表示 し た 状態 で 井 ゅ キ ー 
を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +PMS に 合わ 


3.3.5 スキ ャ ンプ ログ ラム の 移動 


選択 し た スキ ャ ンプ ログ ラム を 列 の プロ グラ ム No に 移動 する こと が で きま す 。 


了 Ms EDiTx ニ ュー を 呼び 出し ます 。 
の キー を 押し 、 デ ィ ス ブレ イ 


PMS 


ざき 
W ベ L 


に 回 を 表示 し た 状態 で 中 ゅ キー PMS EDIT せ 、 @S ゅ キー を 押し ます 。 
を 押し ます 。 PMS メニ ュー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +PMS EDIT 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ に 合わ せ 、@ や キー を 地 し ます 。 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +PMS に 合わ 
せ 、 @ や キー を 押し ます 。 グ EL 画 還 を 呼び 出し ます 。 
PMS メニ ュー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +PMS EDIT ダイ ヤル また は UP/D0WN キ ー で 、 矢 印 を +DEL に 合わ 
に 合わ せ 、 gm や キー を 押し ます 。 せ @ ゅ キー を 押し ます 。 
の jovE 画 面 を 呼び 出し ます 。 づ 着 去 し た い ブロ グラ ム を 選択 し ます 。 


ダイ ヤル また は テン キー で 消去 し た い プ ログ ラム の No. を 選択 し 、⑥ や キー を 提 
し ます 。 (で こう キー を 押す と 大 文字 の P と 小文字 の p が 切り 替わり ます 。) 


ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +MOVE に 合 
わせ ぶ ゃ キー を 押し ます 。 


ディ ス ブ レ イ が PMS EDIT メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ @ や キー 
づ 移動 元 の プロ グラ ム を 選択 し ます 。 を 押し ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 表示 し た 状態 
ダイ ヤル また は テン キー で 移動 元 プ ログ ラム の No. を 選 で @ や キー を 押し ます 。) 

F TUNE 


し 、@ ゅ キー を 押し ます 。( で ご つ キ ー を 押す と 大 文字 の P る. イト ウニ 
と 小文字 の p が 切り 替わり ます 。) 


145 .3469 
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3.4 MR ロモ ー ド の 機能 


MR モー ド の 各 機 能 こ つい て 説明 し て いま ぶす 。 


3.4.1 周波 数 の 登録 


選択 し た 周波 数 を メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 する 機能 で す 。 


7 JEO モ ー ド で 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル に 登録 し た い 周波 数 を 設定 し ます 。 
漠 、 キ ー を 押し 、VFO モ ー ド に し ます 。 デ ィ ス プレ イ 上 段 ( 下 受 信 中 の バン 
ド ) に 登録 し た い 周波 数 を 表示 させ ます 。 


2 ク 周 法人 録 し た い パ ンク の No. を 選択 し ます 
@⑥ キー を 担 し 、 デ ィ ス プレ イ 


ある 99 eee に 回 を 表示 し た 状態 で “で っ キ 
Io99699 と 一 を 押す と 、SET MP 同 耐 が 表示 
9 され ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で バン ク No. を 選択 し 、 DOWN 
F TUNE 


キー を 押し ます 。( で う キ ー を 押す と バン ク グ ルー プ A 
ーE が 切り 替わり ます 。) 


づ メモ リー テ ャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で 、 周 波数 を 登録 し た い チ ャ ン ネ 
ル No を 選択 し 、@e ゅ や キー を 押し ます 。 


4 メモ リー チャ ン ネ ル に 名 前 を つけ ます 。 
ダイ ヤル を 回 し て 文字 を 選択 し 、 ロ OWN キー で 決定 し ま 「 Yro 
す 。 UP キー を 押す と 決定 し た 文字 を キャ ン セ ル で きま す 。 j 


uSetMR NAME 
で = ah。 CDEFGHIJK 
最大 8 文字 まで の 名 前 を つけ る こと が で きま す 。 人 


7 メモ リー チャ ン ネ ル を 保存 し ます 。 
名 前 の 入力 が 終わ っ た ら 、 @⑧ や キー を 押し ます 。 賠 波数 が 選択 し た メモ リー チャ 
ン ネ ル に 保存 され 、VFO モ ー ド に 戻り ます 。 


/⑳⑯ メモ  wVFO モ ー ド で 設定 され て いる 電流 型式 、 周 波数 ステ ッ プ 、 ア ッ テ ネ ー タ ー、 
CTCSS デ コー ド 失 能 の 設定 情報 び 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル に 登録 され ます 。 
s メモ リー チャ ン ネ ル に 名 前 を 付け る こぎ 、 (⑥: キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 
回 す と 、 文 字 を 1 1 文字 ずつ 移動 で きき ます , 


や や や や や > や > や > ふ > ふ > ふ h ふ ホキ や キ や ふ や キ やほ ほ ほ ほ キ キ キ h ふ と ふと ん みん ボサ ん ん 


3.4.8 オー トメ モリ ー ラ イト 機能 の 設定 
PMS モー ド で スキ ャ ン 中 に 受信 し た 周波 数 を 、 自 動 的 に メモ リー バン ク に 登録 
する 機能 で す 。 


7 スキ ャ ンプ ログ ラム を 呼び 出し ます 。 
| キー を 豆 し 、PMS モ ー ド に し ます 。 プ ログ ラム バン ク No. を 選択 する と プロ 
グラ ム ス キ ャ ン を 開始 し ます 。 


2 ュ ォ トメ モリ ー ラ イト 機能 を 設定 し ます 。 

A ⑤⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス ブレ イ 
に [ 国 を 表示 し た 状態 で 33" キ 
ー を 担 す と 、 オ ー ト メモ リー ライ 
ト (AUTO MW) 画面 が 表示 さ 
れ ま す 。 
UP/DOWN キ ー で 、 矢 EJ を STARHT に 会 わせ 、 ダ イヤ ル 
で ブロ グラ ム バ ンク を 選択 し ます 。 

合 > キ ー を 押す と 、 プ ログ ラム スキ ャ ン を 調 始 し 、 受 信 
し た 周波 数 を 、 自 動 的 に 選択 し た メモ リー バン ク に 若 録 
し ます 。 


計 ss 
オー トメ モリ ー ラ イト 
> STOP 
START 〔A9] 


オー トメ モリ ー ラ イト を 中止 する に は 、 オ ー ト メモ リー ライ ト (AUTO MW) 
画 厨 で 矢印 を STOP に 合わ せ 、 ゅ キー を 押し ます 。 


4 メモ PMS モー ド で 設定 され て いる 電波 型式 、 周 波数 ステ ッ プ 、 ア ッ テ ネ ー タ ー、 
CTCSS デ コー ド 機 能 の 設定 情報 が び 、 メモリー チャ ン ネ ル に 登録 され ます 。 


3.4.3 メモ リー スキ ャ ンス キッ プ 機 能 
MH モ ー ド で スキ ャ ン 時 、 ス キッ プ し た い チ ャ ン ネ ル を 設定 する こと が で きま す 。 
計 号 の 有無 に 関わ うず 、 メ モリ ー ス キャ ン 時 に スキ ャ ン が 停止 し な く な り ま す 。 


* メモ リー チャ ン ネ ル の スキ ッ プ 

5 て っ キー を 押し て MH モ ー ド に 
し 、 ス キッ プ し た い チ ャ ン ネ ル を 
呼び 出し ます 。 
@⑤⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に ト 回 を 表示 し た 状態 で る ゅ キー 1 ー の み ) 
を 押す と 、 ディ スプ レイ に SKIP と 表示 され 、 次 回 の メモ 
2 の お の 0 


SKIP 


再度 る キー を 押す と 、 ス キッ プ の 設定 を 解除 で きま す 。 
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ER 


3.4.4 モー ド セ レ クト スキ ャ ン の 設 
指定 し た 電波 型式 の メモ リー チャ ン ネ ル の み を 選択 し て スキ ャ ン す る 機能 で す 。 


7 MoDE SEL 画 面 を 呼び 出し ます 。 


キー を 抑 し 、 デ ィ ス プレ イ 「 写 『 


| 
% MR 
> 


に 回 を 表示 し た 状態 で 起 ゅ キー 
を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +MR に 合 
と は @ や キー を 軍 し ます 。 

MH メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +MDDE SEL に 
合わ せ ゅ キー を 押し ます 。 


+MODE SEL 
END 


イグ スキャ ン の 対象 と な る 介 波 型式 を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を スキ ャ ン の 対 「 事 
周 


象 と な る 電 注 型式 の 項目 に 合わ せ 、, ゃ キー を 押し ます 。 MODE SEL 


電波 型式 は 、ALL、AM、NFM、WFM、USB、LSB、 | ” AL 


CW か ら 選 択 で きま す 。ALL を 選択 する と 、 器 流 型式 に 関 
保 な く 全 て の チャ ン ネ ル が スキ ャ ン の 対象 と な り ま す 。 (初期 設定 は ALL で す 。) 


ディ スプ レイ が MH メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ や キー を 押し 
ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に [ ト 国 を 表示 し た 状態 で , 褒 ゅ キー 
を 担 し ます 。) 
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と ※p5>>>> WW W5t も tk ょ d/ 〔』『) 5 や (5 も 、、、 ノル クノ 


3.4.5 パン クリ ンク 機能 の 設定 
指定 し た メモ リー バン ク を リン ク さ せ て 、 ス キャ ン の 対象 と する 機能 で す 。 


7 MR LINK 画 面 を 呼び 出し ます 。 


ン el  ② キ ー を 担 し 、 デ ィ ス プレ イ 
9988| に ト 回 を 表示 し た 状態 で 品 ゅ キー 
を 押し ます 。 +MODE SEL 


メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 

ヤル また は UP/D0WIN キ ー で 、 矢 印 を +MR に 合わ 
| 人 ゲキ ー を 押し ます 。 

MH メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +MR LINK に 合 
わせ キー を 押し ます 。 


グ スキ ャ ン の 対象 と な る メモ リー バン ク を 選択 し ます 。 

テン キー で リン ク さ せ た い バン ク の No. を 指定 し ま / 写 『 
す 。 で ご う キ ー を 押す と バン ク グ ルー プ A 一 E が 切り 替わり | 訪 MR BankLink 
ます 。 全 て の メモ リー バン ク を スキ ャ ン の 対象 に する に は 、 5 
0 全て の バン ク を 選択 し ます 。 バ ンク の 指定 が 終わ っ 
た ら 。gK ゃ キー を 坦 し ます 。 


ディ スプ レイ が MR メニ ュー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ や キー を 押し 
ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 表示 し た 状態 で 品 ゃ キー 
を 押し ます 。) 


3.4.65 メモ リー スキ ャ ンチ ャ ン ネ ル の 設 

指定 し た メモ リー チャ ン ネ ル の み ス キャ ン の 対象 と する こと が で きま す 。 ス キャ 
ン す る メモ リー チャ ン ネ ル は 200 チ ャ ン ネ ル (60 プロ グラ ム x 10 バ ンク ) ま 
で 指定 する こと が で きま す 。 メ モリ ー ス キャ ン を 実行 する に は 、@⑤① キ ー を 押し 、 
ディ ス ブ レ イ に 回 を 表示 し た 状態 で @SQ キー を 宮 し ます 。 


7 。 MR 画面 を 呼び 出し ます 。 

A To と ⑥) キー を 押し 、 デ ィ ス フレ イ 
ぎ に 国 を 表示 し た 状態 で . 臣 ゅ キー 
を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +MR に 合わ 
ング せ @ ゎ ゅ キー を 押し ます 。 

MHR メニ ュー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +PMR に 合わ 
せ @e ゅ キー を 押し ます 。 
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EE | と "=>=>=>=>= や = Z グ ググ 
| 


3.4.7 PMR で 設定 し た メモ リー チャ ン ネ ル の スキ ャ ン 
| PMH で 設定 し た メモ リー チャ ン ネ ル の み ス キャ ン す る 機能 で す 。(『3.4.6 メモ 
| リー スキ ャ ンチ ャ ン ネ ル の 設定 】 (P.75) 参照 ) 


の メモ リー スキ ャ ンチ ャ ン ネ ル を 設定 する プロ グラ ム バ ンク を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 設 定 し た い プ ログ ラ 
ム バ ンク に 矢印 を 合わ むせ 、@ ゅ キー を 押し ます 。 


* PMR で 設定 し た メモ リー チャ ン ネ ル の み ス キャ ン す る 

MR モー ド で 、@ キ ー を 担 し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 表 

示し た 状態 で eS ゆ キー を 押し ます , PMR で 設定 し た メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル の み ス キャ ン し ます 。 

ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 ス キャ ン 方 向 を 切 

り 奉 える こと が で きま す 。 


いづ メモ リー スキ ャ ンチ ャ ン ネ ル を 設定 する プロ グラ ム No. を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DDWN キ ー で 、 設 定 し た い プ ログ ラ / 写 * ` 
ム No. に 矢印 を 合わ せ 、, 記 ゅ キー を 押し ます 。 5 


の メモ リー バン ク を 設定 し ます 。 

メモ リー バン ク を 設定 し 、@ ぃ up キー を 押し ます 。 

ダイ ヤル また は テン キー で メモ リー バン ク No. を 設定 し ま 
F TUNE 


す 。( 5 キー を 押す と バン ク グ ルー プ AーE が 切り 奉 わ * ス キャン の 停止 
り ま す 。DOWN で カー ソル を チャ ン ネ ル の 位置 に 移動 し | 再 詩 ec ゆ キー を 押す と 、 ス キャ ン を 停止 し ます 。 


ます 。) 


3.4.8 メモ リー バン ク の コピ ー 
メモ リー バン ク に 登録 され た チャ ン ネ ル を 別 の メモ リー バン ク に コピ ー す る こと 
が で きま す 。 


5 】 メモ リー チャ ン ネ ル を 設定 し ます 。 

ダイ ヤル また は テン キー で メモ リー チャ ン ネ ル No. を 設定 

し 、 ゅ キー を 押し ます 。 (設定 を キャ ン セ ル す る に 
は きめ キー を 押し ます 。) 


ぎ 


PMR_MEMORY 9 


A2 864 .5999 
12 ABC 


7 2 ュー 
宝 ER 眼 で 合 5 キ ー を 押し |* MREDIT 


>+COPY CH 
ます 。 +MOVE CH 


メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イヤ 

ル ま た は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +MH に 合わ せ や 
4 と キー を 押し ます 。 

MR メニ ュー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +MH EDIT に 合 
わせ ( 仙 ゅ キー を 押し ます 。 


手順 6…5 を 繰り 返し 、 ス キャ ン の 対 筑 と な る チャ ン ネ ル を 全て 登録 し て か 
ら eN ゅ キー を 抑 し ます 。 


ディ スプ レイ が PMH BANK メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ ⑥ や キ 
ー を 抑 し ます 。( ま た は 、② キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 表示 し た 状態 
で @ や キー を 押し ます 。) 


ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +COPY 
BANK に 合わ せ @ ふ キー を 押し ます 。 


+MOVE BANK 
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ヨ 
グ の coPY BANK 画 面 を 呼び 出し ます 。 


H 


EE 
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づ コピ ー 元 の メモ リー バン ク を 選択 し ます 。 

ダイ ヤル また は テン キー で コピ ー 元 の バン ク No. を 選択 「 

し 、 。@j キ ー を 押し ます 。 (ご つう キー を 押す と バン ク グ ル AM 
ー プ AE が 切り 替わり ます 。) 56 


4 コピ ー 先 の メモ リー バン ク を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で コピ ー 先 の バン ク No. を 選択 寺 『 


し 、.@ や > キー を 押し ます 。( で つう キ ー を 押す と バン ク グ ル | COPY BANK 
ー プ AーE が 切り 替わり ます 。) 


A1 = B2g 


SKIP 


設定 を や り 志 す に は る キー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ が MR EDIT メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ ⑥ や キー を 
押し ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に [ 同 を 表示 し た 状態 で @5 ゃ 
キー を 妃 し ます 。) 


3.4.9 メモ リー チャ ン ネ ル の コピ ビー 
メモ リー テ ャ ン ネ ル に 登録 され た 周波 数 と 名 前 を 他 の メモ リー チャ ン ネ ル に コピ 
ー す る 機能 で す 。 


MR EDiTx ニ ュー を 呼び 出し ます 。 

⑤⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に 回 を 表示 し た 状態 で 意 ゅ キー 
を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +MR に 合わ 
| せ @ ゅ キー を 押し ます 。 

MR メニュー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +MH EDIT に 合 
わせ @ ゅ キー を 押し ます 。 


+MOVE CH 


グ coEy CH 画面 を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 名 を +COPY CH に 合わ せ @ ゅ キー を 押 


し ます 。 


し コピ ー 元 の メモ リー チャ ン ネ ル が 含ま れる バン ク を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で バン ク No. を 選択 し ます 。 
(で つう キ ー を 押す と バン ク グ ルー プ A 一 E が 切り 琶 わり ま 
す 。) DOWN キ ー で カー ソル を チャ ン ネ ル の 位置 に 移動 
し ます 。 


人 コ ヒ _ 元 の メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で コピ ー 元 の チャ ン ネ ル No. を 選 
択 し 、@ ゅ キー を 押し ます 。 


の ユヒ _ 先 の メモ リー チャ ン ネ ル が 含ま れる バン ク を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で バン ク NO. を 選択 し ます 。 
(こう キ ー を 担 す と バン ク グ ルー プ A 一 E が 切り 碧 わ り ま 
す 。) DOWN キ ー で カー ソル を チャ ン ネ ル の 位置 に 移動 
し ます 。 


0 ニコ ヒー 先 の メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で コピ ー 先 の チャ ン ネ ル No. を 選 
択 し 、@ ゃ キー を 押し ます 。 


SKIP 


設定 を や り 直す に は 、@$) キ ー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ が MR EDIT メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ @ や キー を 
押し ます 。( ま た は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に ト 国 を 表示 し た 状態 で 5 
キー を 押し ます 。) 


3.4.10 メモ リー バン ク の 移動 


メモ リー バン ク に 登録 され た チャ ン ネ ル を 別 の メモ リー バン ク No. に 移動 する こ 


7 MR EDIT メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 
⑨ キー を 押し 、 デ ィ ス ブレ イ 「 密 " 
に 国 を 表示 し た 状態 で 計 め キー | 計 MREOIT 
を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/D0WN キ ー で 、 矢 印 を +MH に 合わ 
4 と は @ ゆ キー を 押し ます 。 
MH メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +MR EDIT に 合 
わせ や ゅ キー を 押し ます 。 


3+COPY CH 
+MOVE _CH 


OK5 ラ 9509} ヽ 》〕 ゐ ぬ ぺ ぐ d〔)〔 )  ) 5) ノ ク ククル 
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と  /Z/22 グ // 


の MV BANK 画 面 を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +MOVE 
BANK に 合わ せ , 人 K ゅ キー を 押し ます 。 


+DEL BANK 


う 移動 元 の メモ リー バン ク を 選択 し ます 。 
RI テン キー で 移動 の バン ク No. を 居 択 


、@ ゆ キー を 押し ます 。 (で: や キー を 雷 す と バン ク グ 
D ブ AーE が 切り 替わり ます 。) 


MOVE BANK 
A] ふぅ -- 


重光 の メモ リー バン ク を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で 移動 先 の バン ク No. を 選 革 “ 
し 、@⑧ や キー を 押し ます 。( 〇 う キ ー を 押す と バン ク グ | mMOVE BANK 


ルー プ A 一 E が 切り 琴 わり ます 。) 


A1 ぅ B2 


S&IP 


設定 を や り 直 す に は @ め キー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ が MR EDIT メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 釧 を END に 合わ せ や キー を 
押し ます 。( ま た は 、@ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 財 を 表示 し た 状態 で @p 
キー を 押し ます 。) 


3.4.1 1 メモ リー チャ ン ネ ル の 移動 
メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 され た 居 波 数 と 名 前 を 他 の メモ リー チャ ン ネ ル No. に 
移動 する 機能 で す 。 


ナ MR EDiT メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 

⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 

に 固 を 表示 し た 状 前 で 忠 ぁ キー 

を 押し ます 。 

メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 

ヤル また は UP/ ロ OWN キー で 矢印 を +MR に 含む わ 
』 せ @ ぐ ゅ キー を 担 し ます 。 

MHR メニ ュー が 表示 され る の で 、 

わせ @ ぶ ゅ キー を 押し ます 。 


矢印 を +MR EDIT に 合 


mm ョ wm ふら ぼや ほや キ ふ kh⑳⑱⑬b⑬#⑪!⑨⑳ ノル ククル 


グ Move cH 画 百 を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +MOVE GHCca わ せ キー を 押 
し ます 。 


づ 移動 元 の メモ リー チャ ン ネ ル が 含ま れる バン ク を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で バン ク No. を 選択 し ます 。 [ 
( 〇 づ う キー を 押す と バン ク グ ルー プ A 一 E が 切り 替わり ま 
す 。) DOWN キ ー で カー ソル を テ チャ ン ネ ル の 位置 に 移動 , 


し ます 。 


プイ 参 動 元 の メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で 移動 元 の チャ ン ネ ル No. を 選択 
し 、 @⑯ ゅ キー を 押し ます 。 


の 移動 移 の メモ リー チャ ン ネ ル が 会 まれ る バン ク を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で バン ク No. を 選択 し ます 。 
(で ご う キ ー を 辿 す と バン ク グ ルー プ A 一 E が 切り 替わり ま 
す 。) ロロ WN キ ー で カー ソル を チャ ン ネ ル の 位置 に 移動 


し ます 。 


の 移動 先 の メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で 移動 先 の チャ ン ネ ル No. を 選択 
し 、(@' や ゅ キー を 過 し ます 。 


SKIE 


設定 を や り 直 す に は 、 @ あ キー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ が MR EDIT メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ や キー を 
押し ます 。( ま た は 、⑤⑯ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に [ 同 を 表示 し た 状態 で gp 
キー を 押し ます 。) 
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_ プ ZZ/// 


3.4.1 ら メモ リー バン ク の 消去 
夫 定 し た メモ リー バン ク 内 の チャ ン ネ ル 全 て を 消去 する 機能 で す 


7 Mi EniT メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 
@ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ 
に [ 国 を 表示 し た 状態 で 店 ゅ キー 
を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DDWN キ ー で 、 
の @ や ゅ キー を 押し ます 。 

MR メニ ュー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +MR EDIT に 合 
わせ @ や ゅ キー を 押し ます 。 


矢印 を +MR に 今 わ 


の HE BANK 画 面 を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 EH を +DEL BANKcS わ せら ーー を 押 


し ます 。 


9 消去 し た い メ モリ ー バ ンク を 選択 し ます 。 


こ は テ ン キ ー で 消去 し た い バ ンク No. を 選択 「 巡 “* 
DELETE BANK 


ダイ ヤル また 
し 、⑧ や キー を 押し ます 。 (ごう キー を 押す と バン ク グ 

ルー プ AーE が 切り 奪わ り ま す 。) A3 

ディ スプ レイ が MR EDIT メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 印 を END に 合わ せ @ や キー を 

押し ます 。( ま た は 、⑤ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 【 同 を 表示 し た 状態 で 
ー を 揚 し ます 。) 


WIIWIWIWIWIWIW5W5 や へ や へ べ へ べ へ べ へ べ へ べ へ べ へ べ へ + へ + へ +v ユ . ユ . ルク 


3.4.13 メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 と 復活 
メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 され た 周波 数 と 名 前 を 消去 、 復 活 す る 提 能 で す 。 


7 MR EDIT メ ニ ュー を 呼び 出し ます 。 
キー を 押し 、 デ ィ ス ブレイ 
に [回 を 表示 し た 状態 で 起 ゅ 
キー を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され る の で 、 ダ イ 
ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +MH に 合わ 
| 人 ラ せ @ や キー を 和光 し ます 。 
| MHR メニ ュー が 表示 され る の で 、 矢 印 を +MH EDIT に 合 
わせ / ゅ キー を 押し ます 、 


M 
MR EDIT 


+MOVE CH 


の DE CH 画面 を 呼び 出し ます 。 
ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 矢 印 を +DEL CH に 合わ せ 。 品 ゥ キー を 押し 
ます 。 


消去 し た い メモ リー チャ ン ネ ル が 含ま れる バン ク を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で バン ク No. を 選択 し ます 。 
(ご う キ ー を 押す と バン ク グ ルー プ AーE が 切り 奉 わ り ま 
す 。) DOWN で カー ソル を チャ ン ネ ル の 位置 に 移動 し ま 


す 。 


人 オ 洛 坪 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル また は テン キー で 港 去 し た い チ ャ ン ネ ル No. を 選 
択 し 、@ ゅ キー を 押し ます 。 (で うつ キー を 押す と バン ク 


グル ー プ AE が 切り 替わり ます 。) 
設定 を や り 下す に は 、 @C ゅ キー を 押し ます 。 


ディ スプ ブレ イ が MR EDIT メ ニュ ー に 戻る の で 、 矢 還 を END に 合わ せ @⑥ や キー を 
押し ます 。 (また は 、⑤ キ ー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ に 国 を 表示 し た 状態 で @ ゃ 
キー を 押し ます 。) 


* 省 去 し た メモ リー チャ ン ネ ル の 手 活 

一 度 消去 し て し まっ た メモ リー チャ ン ネ ル を 復活 する こと が で きま す 。 

上 記 と 同様 の 手順 で 消去 し た チャ ン ネ ル No. を 呼び 出し 、 や ゅ キー を 理 す と 消去 
する 前 に 登録 され て いた チャ ン ネ ル が 復活 し ます 。 


/* メモ 消去 し た チャ ン ネ ル No. に 、 す で に 別 の 周波 数 を 登録 し て いる 場合 は 、 復 活 
で きま せん 。 
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ググ 7// 


3.4.14 メモ リー タグ 検索 
登録 され た メモ リー チャ ン ネ ル を 、 名 前 で 検索 する 機能 で す 。 


MR ナマ エ サー チ (MR NAME SRHC) 画面 を 呼び 出し ます 。 

⑤⑥ キー を 押し 、 デ ィ ス プレ イ / 写 " 

る MR ナマ こ サー チ 
ABCDEFGHIJK 


に 回 を 表示 し た 状態 で Gs@ キ 


7 
導 ー を 押し ます 。 


2 検索 する 文字 を 入力 し ます 。 

ダイ ヤル を 回 し て 文字 を 選択 し 、DOWN キ ー で 入力 し ま 
す , UP キー を 押す と 入力 し た 文字 を キャ ン セ ル で きま す 。 
最初 の 何 文 字 か が を 入力 する だ け で も 、 訪 当 す る チャ ン ネ 
ル を 検索 で きま す 。 最低 1 文 字 は 入力 し て くだ さい 。 


づ 検索 を 関 始 し ます 。 

仙 や キー を 押す と 検索 を 開始 し ます 。 

検索 が 終了 する と 、 テ ディ スプ レイ に 設 当 す る チャ ン ネ ル が 表示 され ます 。 

2 件 以上 見 つか っ た 場合 は 、 デ ィ ス プレ イ に 右端 に 一 が 表示 され 、 ら 件 以上 ある 
こと を 示し ます 。 

人 チャン ネル を 選択 し ます 。 _- 

ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー で 、 受 信 し た い チ ャ ン ネ ル を 選択 し 、N ゃ キー 
を 包 し ます 。 


/% メモ 登録 され た メモ リー チャンネル が 多い と 、 検 索 に 時間 が か が か がり ます 。 


プ / ル /// 
4. 付録 
4.1 定格 
| 受信 周波 数 範囲 O.1MHz-8148.99995OMHz 避 
受信 電波 型式 WFM、NFM、AM、USB、LSB、CW 


周波 数 ステ ッ プ 


12.5kHz、15kHz、 ら 0kHz、25kHz、30kHz、50OkHZz、 
100kHz、125kHz、150kHz、 ら 00kHz、250kHz、 
500kHz、USEH STEP (任意 ) 

(お よび TIMHz、10 MHz、100MHz 桁 の み 可変 可能 


※ 感 度数 値 は Typ 
値 で す 。 


細線 50MHz | NFM 


ーー 

隔 3 AM 1.5gV (1OdB S/N) 
Ba 憶 SSB/CW O.BV (10dB SN) 
受信 感度 AM 1.0pV (10gB S/N) | 
際 和 2 SSB/CW 0.5。V (10dB 8S/N) 
※ 電 気 遂 信 事業 用 | SMHz--90OMHz NFM OB5gV (12dB SINAD) 
周波 数 帯 は 除く 。 


WFM 2.0uV (12dB SINAD 
ステ レオ 受信 時 ) 

SSB/CW 1/V (1OdB S/IN) 

ら /V (1gdB SINAD) 

4/V (12dB_SINAD) 


| wFM 


ーー ニュ ーー 
メモ リー チャ ン ネ ル 000 チ ャ ン ネ ル 寺 
サー チバ パス メ モリ ー 1000 チ ャ ン ネ ル 


プラ イオ リティ チャ ン ネ ル 


1 バン クチ ャ ン ネ ル 
サー チバ ンド 
アン テ ナ コ ネクター 


メモ リー バン ク 50 バ ンク 


1 チャ ン ネ ル (2B000 チ ャ ン ネ ル 内 で 人 年 意 設定 可 ) 
40 チ ャ ン ネ ル 
ら O プ ログ ラム 


BNC 500 


4.8V DC (NICAD) 、7.2V DC_(NICAD) 、6V DC 
( 単 G 乾 電池 ) 


外部 電源 


10 一 16V_ DC 


100mW 以 上 109% THD 


定格 出力 時  : 約 150mA_.(6V 電 源 使用 時 ) 
待機 時 : 約 100mA 
BS 時 : 約 50mA 

_ | 約 800g 


動作 保証 温度 


57x150x27.5mm 
ー10-50 で 


AUTO STEP、50Hz、100Hz、 ら 00Hz、500Hz、 1 kHz、 | 
kHz、S5kHz、6.25SkHz、8.383kHz、gkHz、 10kHz、 
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と ww>WwWwWwWt や twtwtwtwtwtwtw!w!w!w〔wtwtwM0M フ 9qe9 コラ コキ まま ⑨※⑨q ぅ ぁ ぅ ペ ※# ノ ノル ノノ 


4.2 故障 と お 考え に な る 前 に 


処 置 
吉池 の 十 /ー の 挿 性 が 逆 に 
【 生 な ) ら 
8 吉池 の 極性 を 只 認 し て 入れ な お す 


症 状 


電 漂 スイッチ を 入れ て 
も ディ スプ レイ に 何 も 
表示 され な い 。 


古い 電池 を 使用 し て いる 。 


新しい 起 池 と 交換 する 。 


バッ テリ ー ケ ー ス の 接触 
不良 。 


スピ ー カ ー か がら 音 が 出 
な い )。 


受信 で き な い 、。 
周波 数 や 各種 設定 が で 
きき ない 。 
警告 斉 が 唱 っ た り 、 昔 が 歪 


ん だ けり する 。 表示 が 消え る 。 


ポリ ュー ム が 小さ すぎ る 。 


バッ テリ ー ケ ー ス や 電池 の 汚れ 
を 曜 認 する 。 

本 体 左側 の VOL キ ー を 押し て か 
ら UP キ ー を 押し て ボリ ュー ム を 
上 げ る 。 (P.20 参 照 ) 


スケ ル テ レ ベル が 高 す ぎ 
る 。 


アン テ ナ が 正しく セッ ト 
され て いな い 。 


本 体 左 側 の SQL キ ー を 押し て か 
ら DDWN キ ー を 担 し て 、 ノ イズ 
が 出る と ころ まで レベ ル を 下げ 
た 後 、 ノ イズ が 聞こ えな く な る 
と ころ まで レベ ル を 上 げ る 。 
(P. ら 1 参照 ) 

アン テ ナ を 夷 実 に 取り 付け る 。 

| (PF.19 参 照 ) 


キー ロッ ク 機 能 が 久 い て 
いる 。 


キー ロッ ク を 解除 する 。 
(P.28 参 照 ) 


吉池 が 消耗 し て いる 。 


ディ スプ レイ に 甘 時 が 表示 され 
た ら 、 電 池 を 交換 する 。 


4.3 オプ ショ ン 


DJ-X2000 に は 、 次 の オプ ショ ン が あり ます 。 


EBP-33N ニッ カド バッ テリ ー パ ッ ク (4.8V 650mA) \4.500 

EBP-34N ニッ カド バッ テリ ー バ パッ ク (4.8V 1200mA) \6.800 

EBP-35N ニッ カド バ パ バッテリー パック (7.2V SB00mA) \8.000 

EBP-3ZN ニッ カド バッ テリ ー パ ッ ク (4.8V 700mA) \4.000 (標準 装備 品 ) 
EDC-36 アク ティ ブフ ィ ル ター 付 シ ガー ライ ター ケー ブル 。\2.000 

EDC-59 臣 速 充電 翌 \8.800 

EDC-88 急速 充 寺 騰 ( 控 準 装備 品 ) 
EME-6 プチ 型 イヤ ホン \1.500 

ESC-28 ソフ ト ケ ー ス (ショ ー ト サイ ズ ) \ ど .000 

ESC-28 ソフ ト ケ ー ス (標準 サイ ズ ) \ ら 2.000 

ESC-28 ソン フト ケー ス (ロン グ サ イズ ) \ ど ,000 

EBC-6 モー ビル ブラ ケッ ト \1.800 

DM-GO5MV 外部 DC 電源 \12.800 

EDC-75 AC ア ダ プ ター \ ら .000 

86 EDGC-37 基地 局 用 DC ケー ブル \800 


ORURKUR5 ラ 5w ユ ww5 や 5 や 5939? ウ 7?《72 ブ 7 パ ヅ wc ぞ ぷ パパ ググ ググ / 
4.4 ヘ ルプ 機能 一 覧 


ルプ 機 能 の メニ ュー 一覧 で す 。「 動 作 の 有無 」 の 項目 で が 付い て いる 項目 は 、 et キー 
を 池 す と 、 現 在 表示 中 の 機能 また は 設定 を 実行 し ます 。 
ヘル プ 幾 能 の 操作 方 法 に つい て は 、「2.15 ヘル プ 機 能 」(P.32) を お 読み くだ さい 。 


ヘル プ の 構成 


ヘル プ の 使い 方 を 説明 し て いま す 。 

矢印 を [HELP] に 合わ せ て @\ や キー を 押し ます 。 
各 キ ー の 機能 を 説明 し て いま す 。 

矢印 を +KEY に 合わ せ て や ゅ キー を 押し ます 。 
各 機能 の 操作 方 法 を 説明 し て いま す 。 

矢印 を +FUNCTION に 合わ せ て et や キー を 押し ます 。 


| メニ ュー [ 動作 の 有無 | 操作 説明 の 有無 
1 
IIREGH | | @W | 
| | @ | 
(MODE】 | | @ 
ISTEP]_ | | WW | 
オーーー ト 9 
[MIC] に ニー ニー に) 電 
IAUTOMMI| | @w | 
IKU | | 人 旬 | 
MNAME1 | |  @ 
[SCHI1_ |] | @ 
IIPRO]_ | | @W 
(CTCGSS1 | | 久 | 
IIA-BS】 | | @W 
LtSkiP]_ | | 多 | 
I(RECH | | @ | 
LiFTuNE」 | 」 @W | 
LTFF _ | | ]e@w 
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| 4 ks // 


機能 


メニ ュー 


MR 


PMS 


動作 の 有無 


サブ メニ ュー 操作 説明 の 有無 
セツ メイ 
COPY A=B 
COPY MR. CH 
COPY PMS 
セツ メイ 


DEL CH 


COPY BANK 

DEL BANK 

MH LINK 

MODE SEL ゴ 
SCAN SKIP ーー 


SET CTCSS 


セツ メイ 


SCAN PASS 
COPY 
DEL 


PMS LINK 
. ム AUTO MR WR | 


SCAN MODE 
BUSY Timer 
RX Timer 
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SINGLE 
INTERVAL | 
CONTINUE ] 


Ru5 う 5 つ 505wW〈〔《《 ト トド 〔 ノ ク ク ノ ググ 


メニ ュー サブ メニ ュー 動作 の 有無 探 作 説明 の 有無 
AUTD @ 
MOMENTARY 
0 ALTERNATE 
セッ テイ ! @ 
TIMER | 劉 
BEEP ) | 
TONE F] [ 
| STEREO - @ 
BELL @ 
@ 
@ 


BATT SAVE 
PAT VOLT 


TRANCEIVER 


@ 

@ 

多 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

JaparnBSs@e 【」 

LANGUAGE |English @ 
セッ テイ ! 銀 ゴ 

DIRECT WR @ @ 
MESSAGE @ @ ] 
セツ メイ @ | 

CLONE TX CLONE @ 信 

HX CLONE @ @ 
| MANUAL @ 」 

CTCSS SET |REVERSE @ 

セッ テイ ! 【 】 

四 | SYSTEM @ 
lmmsm TALL @ 
A/B SQ SET @ @ ] 

FLASH TUNE @ [ @ 
CHECKER @ 人 @ 一 | 

2 CallWait @ | $ 

@ 
se | 
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6 - ュ ニ ロッ ー ン で 9 PfOO63 
訂正 と お 詫び 

本 機 (D ゴ ーX2000) 取扱 説明 書 中 で 誤記 が 、 

あり まし た の で 、 お 詫び の 上 、 訂 正 させ て 頂き ます 。 


TE 


0 p73 ' 
- 和 季 を バス 設定 を 消去 し た い 周波 数 に 合わ せ 、 
0 キー を 押し ます 。 


0 ボラ ショ ジン --p 86 5 
5 の 2 9 ツ フ ト ケ ー ス ( 擦 準 サ イズ ) \2, 000 
ESCー 30 の 0 


捕 足 説明 
3. 1. 8 電界 強度 計 pa38 
-B S 設 定時 は 間欠 動作 し ます の で 、 連 続 動作 し た い 場 合 
F キー を 押し な が ら MON 1 キー 押す か 、MON TI キー を 
押し つづ け て 下さ い 。 


3. 1. 23! 有 瞬間 同調 機能 p50 

2 肝 間 同調 機能 を 設定 し ます 。 

ダイ ヤル また は UP ノン D OWN キー で 、 天 印 を 設定 し た い キー - に 
合わ せ ENT キ ー を 、 押し ます 。 

確定 終了 する に は 、 Po を 押し な が ら 、 BN キー を 押し ます 。 


